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線
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線

切り取り線

■意見を募集します
みんなで考えよう「市民憲
章」、「市の花」、「市の木」

・・・・・・・・・・２頁
■４月から介護保険が
変わります・・・・３頁

■市営ガス事業を民間
に譲渡します・・５頁
■生活情報館・・・・13頁

今月のおもな内容今月のおもな内容今月のおもな内容

2006
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2006

3.15
Ｎｏ.6

切
手
を
は
ら
ず
に

お
出
し
く
だ
さ
い

差
出
有
効
期
間

平
成
1
8
年
５
月

3
1
日
ま
で

〒915−8790

越前市府中一丁目１３番７号

越前市役所総務部行政管理課

「市民憲章」、「市の花」、「市の木」の 
制定などに関する意見募集 係 

武
生

局
承

認

2
1
4

料
金
受
取
人
払

おたっしゃ体操 健康体力測定

健康食の試食

おたっしゃ体操 健康体力測定

健康食の試食

　３月５日、市社会福祉センター（杉尾町）で、健康21市民フェスタを開催しました。

記念講演やおたっしゃ体操の実技指導、健康食の試食など、楽しいイベントに多くの

人が参加しました。
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〜
み
ん
な
で
考
え
よ
う

〜
み
ん
な
で
考
え
よ
う

「
市
民
憲
章
」

市
民
憲
章
」、「
市
の
花
」

市
の
花
」、「
市
の
木
」

市
の
木
」〜

〜
み
ん
な
で
考
え
よ
う

「
市
民
憲
章
」、「
市
の
花
」、「
市
の
木
」〜

ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
！

ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
！

ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
！

ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
！

ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
！

　
市
で
は
、世
代
を
超
え
て
共
通
認
識
を
持
ち
、次
の
世
代
に
受
け
つ
が
れ
る
市
民
憲
章
の
制

定
を
目
指
し
て
い
ま
す
。ま
た
、市
の
風
土
、自
然
の
イ
メ
ー
ジ
に
ふ
さ
わ
し
く
、市
民
に
い
つ

ま
で
も
愛
さ
れ
る
市
の
象
徴
と
し
て
の﹁
花
﹂﹁
木
﹂の
選
定
も
あ
わ
せ
て
行
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、制
定
、選
定
に
あ
た
り
、広
く
皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

　
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
意
見
は
、
市
民
憲
章
制
定
等
検
討
委
員
会
︵
仮
称
︶
で
協
議
す
る
た
め

の
参
考
資
料
に
し
ま
す
。

募
集
内
容

　
市
民
憲
章
は
、
市
民
が
郷
土
を
愛
し
、
み

ん
な
の
ま
ち
を
住
み
よ
い
幸
せ
な
ま
ち
に

す
る
た
め
、市
民
が
お
互
い
に
守
る
べ
き
市

民
生
活
の
道
し
る
べ
と
な
る
も
の
で
す
。

　
そ
の
よ
う
な
内
容
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の

を
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

■
市
民
憲
章
に
盛
り
込
み
た
い

■
市
民
憲
章
に
盛
り
込
み
た
い

「
言
葉

「
言
葉
・
キ
ー
ワ
ー
ド
」

キ

ワ

ド
」

■
市
民
憲
章
に
盛
り
込
み
た
い

「
言
葉
・
キ
ー
ワ
ー
ド
」

■
選
定
の
候
補
と
し
た
い

■
選
定
の
候
補
と
し
た
い

市
の
花
、

市
の
花
、木
の
名
前
と
そ
の
理
由

木
の
名
前
と
そ
の
理
由

■
選
定
の
候
補
と
し
た
い

市
の
花
、木
の
名
前
と
そ
の
理
由

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
て
い
る
も
の

を
選
定
候
補
と
し
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

・
越
前
市
の
イ
メ
ー
ジ
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の

・
越
前
市
民
に
な
じ
み
が
深
い
も
の

・
越
前
市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
る
も
の

・
希
少
価
値
が
あ
り
保
護
育
成
が
必
要
な
も
の

・
そ
の
他
、越
前
市
を
象
徴
す
る
も
の

応
募
資
格
・
条
件
　
市
内
に
在
住
す
る
人

で
、応
募
は
、１
人
各
１
点
と
し
ま
す
。

※
旧
市
町
で
制
定
さ
れ
て
い
た
市
町
民

憲
章
の
言
葉
︵
キ
ー
ワ
ー
ド
︶
や
、
指

定
さ
れ
て
い
た
花
・
木
の
応
募
も
で

き
ま
す
。

応
募
方
法
　
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、
郵
送
︵
切

手
不
要
︶
か
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電
子
メ

ー
ル
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

応
募
締
切
　
４
月
14
日
㈮
︵
当
日
消
印

有
効
︶

そ
の
他
　
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

応
募
に
関
す
る
一
切
の
権
利
は
、
市

に
帰
属
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

発
表
　
制
定
さ
れ
た
市
民
憲
章
お
よ
び

指
定
さ
れ
た﹁
市
の
花
﹂﹁
市
の
木
﹂は
、

市
の
広
報
お
よ
び

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

　
掲
載
し
ま
す
。

合
併
前
の
市
民
憲
章
・
町
民
指
標

お
よ
び
花
・
木

▼
武
生
市

　
わ
た
し
た
ち
の
誓
い
　

　
　
　
︱

武
生
市
民
憲
章

︱

　
わ
た
し
た
ち
は
、
恵
ま
れ
た
自
然

と
輝
か
し
い
伝
統
に
は
ぐ
く
ま
れ
た

武
生
市
民
で
す
。

　
こ
の
郷
土
を
愛
し
、
誇
り
と
自
信

を
も
っ
て
心
と
体
を
あ
わ
せ
、
明
日

に
向
か
っ
て
な
お
い
っ
そ
う
の
発
展

を
め
ざ
す
た
め
、
次
の
こ
と
を
誓
い

ま
す
。

　
わ
た
し
た
ち
は
日
野
の
峰
の
よ
う

に
、
高
い
理
想
を
い
だ
き
豊
か
な

未
来
を
き
ず
き
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
は
日
野
の
流
れ
の
よ

う
に
、
清
く
う
る
お
い
の
あ
る
環

境
を
つ
く
り
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
は
菊
の
よ
う
に
、
や

さ
し
く
思
い
や
り
の
心
を
も
っ
て

助
け
あ
い
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
は
竹
の
よ
う
に
、
力

強
く
節
度
を
も
っ
て
す
こ
や
か
に

成
長
し
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
は
国
府
の
文
化
を
受

け
継
ぎ
、
知
性
を
み
が
き
学
び
の

輪
を
ひ
ろ
げ
ま
す
。　
　

▼
今
立
町

　
町
民
指
標

育
て
ま
す 

心
の
ふ
れ
あ
う
わ
が
町
を

愛
し
ま
す 

伝
統
と
緑
の
わ
が
町
を

守
り
ま
す 

秩
序
と
調
和
の
わ
が
町
を

目
指
し
ま
す 

英
知
と
健
康
の
わ
が
町
を

創
り
ま
す 

文
化
と
産
業
の
わ
が
町
を

▼
武
生
市

花
　
菊

木
　
竹

▼
今
立
町

花
　
サ
ク
ラ

木
　
モ
ク
セ
イ

※
市
民
憲
章
制
定
等
検
討
委
員
会
︵
仮
称
︶
の

委
員
の
募
集
は
、
15
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

応
募
・
問
合
先
　
行
政
管
理
課

　
☎︵
２
２
︶３
０
１
３

　
Ｆ
Ａ
Ｘ︵
２
２
︶３
０
５
６

　
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　g
y

o
u

s
e
i@

c
ity

.e
c
h

iz
e
n

.lg
.jp

切
り
取
り
線

切
り
取
り
線

切り取り線

切
り
取
り
線

切り取り線

氏名

住所　越前市

※一人各一点ずつ応募できます。

年齢　　　　歳

電話番号　　ー

「市民憲章」、「市の花」、「市の木」の制定などに関するご意見について

市民憲章に
盛り込みたい

「言葉・キーワード」

項　目 あなたの提案

市の花

市の木

選んだ
理由

（簡潔に）

花の名前

選んだ
理由

（簡潔に）

木の名前
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介護が必要とされる人
（要介護１～５）

介護給付が
受けられます

支援が必要とされる人
（要支援１、２）

予防給付が
受けられます

必要に応じて、介護予
防サービス（地域支援
事業）が利用できます

　
介
護
保
険
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
、６
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。　
国
民
の
老
後
を
支
え
る
制
度
の
一
つ
と
し
て

定
着
し
て
き
ま
し
た
が
、今
後
も
高
齢
化
が
急
速
に
進
み
、介
護
を
必
要
と
す
る
人
が
増
加
す
る
と
予
測
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、国
は
、介
護
保
険
を
将
来
に
渡
っ
て
、持
続
可
能
な
制
度
と
し
て
維
持
で
き
る
よ
う
に
見
直
し
を
行
い
ま

し
た
。今
回
の
改
正
は
、予
防
重
視
へ
の
転
換
な
ど
、大
が
か
り
な
も
の
で
す
。そ
の
内
容
の
ポ
イ
ン
ト
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

４
月
か
ら
介
護
保
険
が
変
わ
り
ま

４
月
か
ら
介
護
保
険
が
変
わ
り
ま
す

４
月
か
ら
介
護
保
険
が
変
わ
り
ま
す
―
介
護
か
ら
予
防
へ
―

■
新
し
い
サ
ー
ビ
ス「
予
防
給
付
」

　
軽
度︵
要
支
援
１
、２
︶の
人
は
、予
防
を
重
視
し
た
新
し
い
サ
ー

ビ
ス﹁
予
防
給
付
﹂が
利
用
で
き
ま
す
。

　﹁
予
防
給
付
﹂は
、生
活
機
能
が
維
持
・
向
上
す
る
よ
う
に
、

▼
﹁
運
動
器
︵
体
内
の
動
く
器
官
の
総
称
︶
の
機
能
向
上
﹂︵
ス
ト
レ

ッ
チ
や
有
酸
素
運
動
な
ど
︶

▼﹁
栄
養
改
善
﹂︵
低
栄
養
を
予
防
す
る
食
べ
方
、食
事
作
り
の
指
導

な
ど
︶

▼
﹁
口
腔
機
能
の
向
上
﹂︵
歯
み
が
き
や
義
歯
の
手
入
れ
法
の
指
導

な
ど
︶な
ど
の
介
護
予
防
に
向
け
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

　
な
お
、﹁
要
介
護
１
﹂で
施
設
に
入
所
し
て
い
る
人
が
、新
し
い
基

準
で
﹁
要
支
援
２
﹂
に
認
定
さ
れ
た
場
合
で
も
、
平
成
21
年
３
月
末

日
ま
で
は
、引
き
続
き
入
所
で
き
ま
す
。

■
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー(

市
役
所
内
に
設
置)

は
、
高
齢
者
の

福
祉
や
介
護
に
つ
い
て
の
相
談
、
権
利
擁
護
の
た
め
の
事
業

な
ど
を
行
う
窓
口
で
す
。
介
護
が
必
要
に
な
る
可
能
性
が
あ

る
人
な
ど
の
た
め
の
予
防
プ
ラ
ン
づ
く
り
も
行
い
ま
す
。

事
業
内
容

・
総
合
相
談
、 

権
利
擁
護

・
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

・
包
括
的
・
継
続
的
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
支
援
︵
ケ
ア
マ
ネ
支
援
︶

　
ま
た
、
地
域
に
あ
る
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
も
、
従
来
ど
お

り
高
齢
者
の
相
談
窓
口
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

■
要
介
護
・
要
支
援
の
区
分
が
変
わ
り
ま
す

要介護５

要介護４

要介護３

要介護２

要介護１

要支援

４月から 現 行

要介護５

要介護４

要介護３

要介護２

要支援１

非該当非該当

　
こ
れ
ま
で
、要
支
援
・
要
介
護
１
と
認
定
さ
れ
て
い

た
人
で
、状
態
の
改
善
の
可
能
性
が
高
い
人
は
、要
支

援
１
・
要
支
援
２
と
認
定
さ
れ
、予
防
給
付
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

新しい介護保険制度の説明会を開催します新しい介護保険制度の説明会を開催します新しい介護保険制度の説明会を開催します
　市では、今回の制度改正について、より多くの人に理解していただくため、説明会を開催します。

皆さんの出席をお願いします。

■説明会日程［開始時間 各会場とも午後７時］

※住んでいる地区以外でも参加できます。

問合先　介護保険室　☎（２２）３７１５

・要介護･要支援の区分変更について

・予防給付の新設について

・地域包括支援センターの新設について

・地域密着型サービスの新設について

・介護保険料の改定について

お
も
な
内
容

ぜ
ひ
、
ご
出
席
く
だ
さ
い
！

要支援２ 要介護１

４月11日(火)

12日(水)

13日(木)

14日(金)

18日(火)

19日(水)

白 山

味 真 野

北 日 野

大 虫

王 子 保

南

坂 口

神 山

国 高

北 新 庄

白 山 公 民 館   

味 真 野 公 民 館

北 日 野 公 民 館

大 虫 公 民 館    

王 子 保 公 民 館  

南 公 民 館

坂 口 公 民 館  

神 山 公 民 館

国 高 公 民 館

北 新 庄 公 民 館

と　き 地　区 会　場 と　き 会　場地　区

４月20日(木)

21日(金)

25日(火)

26日(水)

27日(木)

東 公 民 館   

花 筐 公 民 館     

西 公 民 館  

吉 野 公 民 館  

今立生涯学習センター

今立勤労青少年ホーム   

服 間 改 善 セ ン タ ー    

東

粟 田 部

西

吉 野

岡 本

南 中 山

服 間
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手
続
き
先

持
参
す
る
も
の

就 職 退 職（再）就職する 再就職しない

健康保険と年金の手続きが必要です
就職・退職をするときは

健康保険と年金の手続きが必要です
　就職・退職時には、下記のいずれかの医療保険制度に加入（脱退）の手続きをお願い

します。また、本人だけでなく、被扶養者の家族についても手続きが必要です。

問合先 市民課保険年金グループ　☎（２２）３００２

●国民健康保険事業（旧武生市と旧今立町の決算の合計）の収支状況は…
　赤字のため、平成16年度は、基金から１億3,400万円繰り入れています。原因は、医療費が２パーセント伸びて

いること、介護納付金が平成12年度に比べ、２倍に伸びていることがあげられます。

歳出

歳入

慢性疾患にならないよう、早期に検診しましよう。

歳出6,014百万円

歳入5,880百万円

＋基金134百万円

（単位：百万円）

医療費　3,927（65.3%）

保険税　2,207（36.7%）
退職者交付金
1,258（20.9%）

国庫負担金等　2,059（34.2%）

老人保健拠出金
1,478（24.6%）

介護保険納付金
367（6.1%）

総務費　74（1.2%）［保険事業費　22（0.4%）］ その他
146（2.4%）

その他
356（5.9%）

基金繰入金
134（2.3%）

家族が加入する医療
保険制度の被扶養者

家族の職場で手続き。

年金は、市役所で手続き。

（年金手帳必要）

（年金の扶養に入れる人

を除く）

職場の健康保険を
任意継続
(最高２年間)

健康保険組合、または社

会保険事務所などで手続

きへ。（20日以内）

年金は、市役所へ。

（年金手帳必要）

国民健康保険

市役所での手続きに必要なもの

①健康保険者資格喪失連絡票（または退職日などがわかる書類）

②年金証書（厚生年金または共済年金を受給している人）（健康保険の手続きの人のみ）

③年金手帳（60歳未満の人）

④保険税の口座振替用の通帳（市内に本支店のある金融機関）と金融機関届出印

健康保険・年金とも市役

所（④番窓口、または今立

総合支所）で手続き。

（14日以内）

職場の健康保険

（国民健康保険に加入し

ている人のみ）

国民健康保険証原本と、

職場の保険証（コピー可）

郵送でも受け付けますの

でお問い合せください

健康保険・年金とも就職

先で手続き。

（国保加入者は、市役所で

脱退手続き）

健康保険対象の事業

所で、職場の健康保

険に加入できる

①職場の健康保

険に加入でき

ない場合

②再就職するま

でに、期間が

ある場合

選 択

年間収入130万円以上

（60歳以上の公的年金受給者

などは180万円以上）

家族の被扶養

者にならない

家族の被扶養

者になる

年間収入130万円未満

（60歳以上の公的年金受給者な

どは180万円未満）
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市
は
、
こ
の
ほ
ど
市
営
ガ
ス
事
業
の
譲
渡
に
あ
た
っ
て
、
応
募
の

　
市
は
、
こ
の
ほ
ど
市
営
ガ
ス
事
業
の
譲
渡
に
あ
た
っ
て
、
応
募
の

あ
っ
た
ク
リ
ー
ン
ガ
ス
福
井
、
大
阪
ガ
ス
グ
ル
ー
プ
、
敦
賀
ガ
ス
グ

あ
っ
た
ク
リ
ー
ン
ガ
ス
福
井
、
大
阪
ガ
ス
グ
ル
ー
プ
、
敦
賀
ガ
ス
グ

ル
ー
プ
の
３
者
の
選
考
の
審
査
過
程
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

ル
ー
プ
の
３
者
の
選
考
の
審
査
過
程
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　
市
は
、
こ
の
ほ
ど
市
営
ガ
ス
事
業
の
譲
渡
に
あ
た
っ
て
、
応
募
の

あ
っ
た
ク
リ
ー
ン
ガ
ス
福
井
、
大
阪
ガ
ス
グ
ル
ー
プ
、
敦
賀
ガ
ス
グ

ル
ー
プ
の
３
者
の
選
考
の
審
査
過
程
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

敦
賀
ガ
ス
グ
ル
ー
プ
を
選
定

―
譲
渡
先
候
補
者
の
審
査
経
過
報
告

譲
渡
先
候
補
者
の
審
査
経
過
報
告

―

―
譲
渡
先
候
補
者
の
審
査
経
過
報
告

―

市
営
ガ
ス
事
業
を
民
間
に
譲
渡
し
ま
す

営
ガ
ス
事
業
を
民
間
に
譲
渡
し
ま
す

市
営
ガ
ス
事
業
を
民
間
に
譲
渡
し
ま
す

　
選
考
に
あ
た
っ
て
は
、
学
識
経

験
者
か
ら
な
る
市
長
の
諮
問
機

関
の
﹃
ガ
ス
事
業
譲
渡
に
関
す
る

審
査
会
﹄︵
以
下
﹁
審
査
会
﹂
︶
が
行

い
ま
し
た
。

　
審
査
会
で
は
、
譲
受
希
望
価
格

を
審
査
の
対
象
に
し
な
い
こ
と

を
基
本
と
し
、
一
次
審
査
と
二
次

審
査
︵
書
面
審
査
・
ヒ
ア
リ
ン
グ
︶

を
経
て
、
保
安
や
事
業
運
営
能
力

に
実
績
の
あ
る
大
阪
ガ
ス
グ
ル

ー
プ
を
譲
渡
先
候
補
者
に
選
定
し
、

平
成
17
年
８
月
10
日
、
市
長
報
告

が
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
し
か
し
、
８
月
17
日
開
催
の
ガ
ス

水
道
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、
選
考

方
法
な
ど
に
関
し
、
市
は
強
い
指
摘

を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
譲
渡
先
の
決
定
に
は
、
市
議
会
の

承
認
が
必
要
で
あ
り
、
ま
た
市
民
な

ら
び
に
ガ
ス
使
用
者
へ
の
説
明
責
任

を
果
た
す
た
め
に
も
、
市
長
は
平
成

17
年
12
月
10
日
、
庁
内
関
係
部
長
に

よ
る
﹃
ガ
ス
事
業
の
譲
渡
先
決
定
に

係
る
庁
内
検
討
会
﹄︵
以
下﹁
検
討
会
﹂︶

を
設
置
し
、
提
案
内
容
な
ど
の
検
証

と
今
後
の
対
応
策
に
つ
い
て
、
検
討

を
行
い
ま
し
た
。

　
検
討
会
に
よ
る
検
証
の
結
果
、﹃
審

査
会
は
、
ガ
ス
使
用
者
の
利
益
保
護

の
観
点
か
ら
、
保
安
体
制
の
信
頼
性

や
ガ
ス
の
拡
販
力
を
重
視
し
て
譲
渡

先
を
選
考
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
視

点
に
立
っ
た
審
査
会
の
評
価
は
、
妥

当
で
あ
っ
た
﹄と
確
認
し
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
各
応
募
者
の
譲
受
希
望

価
格
な
ど
の
確
認
を
行
わ
ず
に
譲
渡

先
を
決
定
す
る
こ
と
は
、
市
議
会
や

市
民
全
体
へ
明
確
な
説
明
を
行
う
う

え
で
、
さ
ら
に
検
討
を
深
め
る
必
要

が
あ
る
も
の
で
し
た
。ま
た
、ガ
ス
使

用
者
の
利
益
保
護
な
ど
の
た
め
、
譲

渡
後
の
事
業
運
営
に
、
市
と
し
て
関

与
す
る
必
要
性
も
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
市
の
最
終
決
定
に
あ

た
っ
て
は
、
応
募
３
者
の
事
業
運
営

能
力
を
判
断
し
た
う
え
で
、
改
め
て

各
応
募
者
の
譲
受
希
望
価
格
な
ど
を

確
認
し
、
審
査
会
か
ら
の
報
告
も
踏

ま
え
て
総
合
的
に
判
断
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

　
事
業
運
営
能
力
に
つ
い
て
は
、
審

査
会
の
評
価
を
基
に
３
者
と
も
現
在

の
市
の
能
力
と
同
等
の
水
準
で
あ
る

と
検
討
会
は
判
断
し
、さ
ら
に
、市
民

へ
の
説
明
責
任
を
果
た
す
た
め
に
応

募
３
者
に
対
し
、
次
の
追
加
提
案
を

依
頼
し
ま
し
た
。

・
譲
受
希
望
価
格

・
寄
付
金
そ
の
他
の
地
域
経
済
貢
献
策

・
譲
受
事
業
者
へ
の
市
の
資
本
参
加

　︵
株
式
の
無
償
譲
渡
︶

　
応
募
３
者
か
ら
の
提
案
は
、
譲
受

希
望
価
格
な
ど
に
お
い
て
、
次
の
表

の
と
お
り
大
き
な
価
格
差
を
生
ず
る

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
最
終
的
に
、
検
討
会
は
、市
民
の
財

産
で
あ
る
ガ
ス
事
業
の
譲
渡
に
あ
た

っ
て
は
、
寄
付
金
な
ど
を
含
め
、最
高

額
で
あ
る
38
億
１
千
万
円
を
提
示
し

た
敦
賀
ガ
ス
グ
ル
ー
プ
を
譲
渡
先
と

決
定
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
と
判

断
し
、
２
月
20
日
市
長
へ
報
告
し
ま

し
た
。

　
今
後
は
、
市
議
会
の
承
認
を
経
て

10
月
１
日
に
予
定
す
る
事
業
譲
渡
へ

向
け
て
、手
続
き
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
な
お
、
庁
内
検
討
会
報
告
書
は
、市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
先
　
ガ
ス
課
　

　
☎︵
２
２
︶７
９
１
７

テ
レ
ビ
で
お
な
じ
み
の

開
運
な
ん
で
も
鑑
定
団

﹁
出
張
鑑
定
大
会

in
越
前
市
﹂を
開
催
!

越
前
市
誕
生
記
念 

と
　
き
　

　
５
月
７
日

㈰　
午
後
１
時

と
こ
ろ
　

　
文
化
セ
ン
タ
ー︵
高
瀬
二
丁
目
︶

▼﹁
お
宝
﹂の
鑑
定
　

　
﹁
お
宝
﹂
を
鑑
定
し
て
ほ
し
い
人

は
、
出
場
申
込
書
に
、
必
要
事
項
を

記
入
し
、郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

締
切
日
　
３
月
31
日
㈮

申
込
・
問
合
先

〒
915
︱

０
０
９
２

　
塚
町
１
０
１

武
生
観
光
協
会
︵
武
生
商
工
会

議
所
内
︶　
☎︵
２
３
︶２
０
２
０

▼
公
開
録
画
の
観
覧
　

　
公
開
録
画
を
観
覧
希
望
の
人
は
、

往
復
は
が
き
で
、
応
募
し
て
く
だ

さ
い
。
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、

抽
選
と
な
り
ま
す
。

締
切
日
　
４
月
15
日
㈯

申
込
・
問
合
先

〒
910
︱

８
５
８
６

　

福
井
市
大
和
田
町
37
︱

１
︱

１

Ｆ
Ｂ
Ｃ
福
井
放
送
﹁
出
張
鑑
定

大
会
in
越
前
市
﹂係

　
☎
０
７
７
６︵
５
７
︶７
８
９
０

な
る
ほ
ど
！

敦賀ガスグループ

クリーンガス福井

大阪ガスグループ

38億1千万円

32億円

29億1千万円

譲受希望価格
（寄付金などを含む）
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団体の部

■キョーセー株式会社

■福寿会

■上広瀬同心会

■中野町

■吉野地区第４老人クラブ

個人の部
　 つ　だ

■津田きみ子さん（越前市粟田部町）
　 いとうきよし

■伊藤清さん　　（　〃　武生柳町）
　 し ほ ん ぎ 　 ひ さ お

■四本木久雄さん（　〃　中津原町）
　 ふじい みちひろ

■藤井道裕さん　（　〃　府中二丁目）

　日ごろから地域の環境美化などに貢献している南越清掃組合管内（越前市・南越前町・池田町）の団体・個

人に管理者奈良市長より、感謝状を贈呈しました。

平成17年度南越清掃組合 清掃功労者を表彰しました平成17年度南越清掃組合 清掃功労者を表彰しました平成17年度南越清掃組合 清掃功労者を表彰しました

最
優
秀
賞

最
優

賞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
ぶ
き

し
ぶ
き

ザ
ッ
ク
リ
と
切
っ
た
グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
の
飛
沫
の
よ
う
に
恋
が
始

ザ
ッ
ク
リ
と
切
っ
た
グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
の
飛
沫
の
よ
う
に
恋
が
始
ま
る
ま
る

あ
さ
や
ま

あ
さ
や
ま　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

神
奈
川
県
川
崎
市
　
朝
山
ひ
で
子

神
奈
川
県
川
崎
市
　
朝
山
ひ
で
子 

（49）

優
秀
賞

優

賞

逢
え
な
く
て
満
員
電
車
の
肩
ご
し
に
見
え
た
三
日
月
指
で
弾
い
た

逢
え
な
く
て
満
員
電
車
の
肩
ご
し
に
見
え
た
三
日
月
指
で
弾
い
た

は
や
し

は
や
し　
　
　

　
　
　
な
　
つ
　
こ

な
　
つ
　
こ　
　
　

　
　
　

岐
阜
県
多
治
見
市
　
林
　
奈
津
子

岐
阜
県
多
治
見
市
　
林
　
奈
津
子 

（40）

ノ
ー
ギ
ャ
ラ
で
あ
た
し
の
夢
に
出
る
キ
ミ
は
主
人
公
の
王
子
演
じ
る

ノ
ー
ギ
ャ
ラ
で
あ
た
し
の
夢
に
出
る
キ
ミ
は
主
人
公
の
王
子
演
じ
る

お
お
つ
か
　

お
お
つ
か
　　
え
　
み
　
こ

　
え
　
み
　
こ　
　
　

　
　
　

静
岡
県
静
岡
市
　
　
大
塚
絵
美
湖

静
岡
県
静
岡
市
　
　
大
塚
絵
美
湖 

（17）

付
き
合
お
う
試
し
に
書
い
た
英
作
文
足
り
な
い
勇
気
と
い
ら
な
い
知

付
き
合
お
う
試
し
に
書
い
た
英
作
文
足
り
な
い
勇
気
と
い
ら
な
い
知
識

さ
え
き

さ
え
き
　
　
　
よ
し
え

　
　
　
よ
し
え　
　
　

　
　
　

京
都
府
京
都
市
　
　
佐
伯
　
佳
恵

京
都
府
京
都
市
　
　
佐
伯
　
佳
恵 

（16）

最
優
秀
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
ぶ
き

ザ
ッ
ク
リ
と
切
っ
た
グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
の
飛
沫
の
よ
う
に
恋
が
始
ま
る

あ
さ
や
ま　
　
　
　
　
　
　
　

神
奈
川
県
川
崎
市
　
朝
山
ひ
で
子 

（49）

優
秀
賞

逢
え
な
く
て
満
員
電
車
の
肩
ご
し
に
見
え
た
三
日
月
指
で
弾
い
た

は
や
し　
　
　
な
　
つ
　
こ　
　
　

岐
阜
県
多
治
見
市
　
林
　
奈
津
子 

（40）

ノ
ー
ギ
ャ
ラ
で
あ
た
し
の
夢
に
出
る
キ
ミ
は
主
人
公
の
王
子
演
じ
る

お
お
つ
か
　　
え
　
み
　
こ　
　
　

静
岡
県
静
岡
市
　
　
大
塚
絵
美
湖 

（17）

付
き
合
お
う
試
し
に
書
い
た
英
作
文
足
り
な
い
勇
気
と
い
ら
な
い
知
識

さ
え
き
　
　
　
よ
し
え　
　
　

京
都
府
京
都
市
　
　
佐
伯
　
佳
恵 

（16）

な
か
と
み
の
や
か
も
り

な
か
と
み
の
や
か
も
り
　　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
１
２
０
０
年
余
り
の
昔
、

　
１
２
０
０
年
余
り
の
昔
、奈
良
の
都
か
ら
こ
の
地
、

奈
良
の
都
か
ら
こ
の
地
、味
真
野
に
流
さ
れ
た
中
臣
宅
守
と
都
に
残

味
真
野
に
流
さ
れ
た
中
臣
宅
守
と
都
に
残

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
さ
の
の
お
と
が
み
の
お
と
め

さ
の
の
お
と
が
み
の
お
と
め

さ
れ
た
妻
、

さ
れ
た
妻
、
狭
野
弟
上
娘
子
は
、

狭
野
弟
上
娘
子
は
、
引
き
裂
か
れ
離
れ
離
れ
に
な
っ
た
運
命
を
嘆
き
、

引
き
裂
か
れ
離
れ
離
れ
に
な
っ
た
運
命
を
嘆
き
、
再
会
を
誓
い

再
会
を
誓
い

合
っ
て
情
熱
的
な
恋
の
歌
を
贈
り
合
い
ま
し
た
。

合
っ
て
情
熱
的
な
恋
の
歌
を
贈
り
合
い
ま
し
た
。万
葉
集
に
残
さ
れ
て
い
る
二
人
の
歌
は
、

万
葉
集
に
残
さ
れ
て
い
る
二
人
の
歌
は
、千
年
千
年

の
時
を
経
て
も
な
お
、

の
時
を
経
て
も
な
お
、私
た
ち
の
心
に
深
く
訴
え
か
け
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
の
心
に
深
く
訴
え
か
け
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
物
語
を
モ
チ
ー
フ
に
、

　
こ
の
物
語
を
モ
チ
ー
フ
に
、恋
の
う
た

恋
の
う
た(

短
歌
短
歌)

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

を
募
集
し
て
い
ま
す
。８
回
目
と
な
る
今
回
は
、

８
回
目
と
な
る
今
回
は
、

過
去
最
高
の
作
品
数
と
な
り
ま
し
た
。

過
去
最
高
の
作
品
数
と
な
り
ま
し
た
。［
応
募
総
数
　
１
８
３
５
１
首
］

［
応
募
総
数
　
１
８
３
５
１
首
］

な
か
と
み
の
や
か
も
り
　　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
１
２
０
０
年
余
り
の
昔
、奈
良
の
都
か
ら
こ
の
地
、味
真
野
に
流
さ
れ
た
中
臣
宅
守
と
都
に
残

　
　
　
　
　
さ
の
の
お
と
が
み
の
お
と
め

さ
れ
た
妻
、
狭
野
弟
上
娘
子
は
、
引
き
裂
か
れ
離
れ
離
れ
に
な
っ
た
運
命
を
嘆
き
、
再
会
を
誓
い

合
っ
て
情
熱
的
な
恋
の
歌
を
贈
り
合
い
ま
し
た
。万
葉
集
に
残
さ
れ
て
い
る
二
人
の
歌
は
、千
年

の
時
を
経
て
も
な
お
、私
た
ち
の
心
に
深
く
訴
え
か
け
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
物
語
を
モ
チ
ー
フ
に
、恋
の
う
た(

短
歌)

を
募
集
し
て
い
ま
す
。８
回
目
と
な
る
今
回
は
、

過
去
最
高
の
作
品
数
と
な
り
ま
し
た
。［
応
募
総
数
　
１
８
３
５
１
首
］

第
８
回
万
葉
の
里
短
歌
募
集

第
８
回
万
葉
の
里
短
歌
募
集

﹁
あ
な
た
を
想
う
恋
の
う
た
﹂

﹁
あ
な
た
を
想
う
恋
の
う
た
﹂
受
賞
作
品
が
決
定

受
賞
作
品
が
決
定

第
８
回
万
葉
の
里
短
歌
募
集

第
８
回
万
葉
の
里
短
歌
募
集

﹁
あ
な
た
を
想
う
恋
の
う
た
﹂

﹁
あ
な
た
を
想
う
恋
の
う
た
﹂
受
賞
作
品
が
決
定

受
賞
作
品
が
決
定

第
８
回
万
葉
の
里
短
歌
募
集

﹁
あ
な
た
を
想
う
恋
の
う
た
﹂受
賞
作
品
が
決
定

※
吐
露  

・・・ 

本
心
を
う
ち
あ
け
る
こ
と

審
査
員
講
評

ま
つ
だ
い
ら  

め
い
こ

審
査
委
員
長
　
松
平 

盟
子
氏

︵
歌
人
・
現
代
歌
人
協
会
理
事
、Ｎ
Ｈ
Ｋ

歌
壇
選
者
・
歌
誌﹁
プ
チ
★
モ
ン
ド
﹂代
表
︶

　
８
回
目
の
今
回
は
、
全
国
か
ら

１
万
８
千
首
を
越
え
る
応
募
が
あ

り
ま
し
た
。
都
道
府
県
別
の
投
稿

数
で
は
東
京
都
か
ら
が
一
番
。
す

で
に
福
井
県
の
一
都
市
の
主
催
と

い
う
枠
を
飛
び
越
え
た
関
心
の
広

が
り
と
勢
い
を
実
感
し
ま
す
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
で
の
応
募
も

去
年
よ
り
増
え
、
こ
の
傾
向
は
今

後
ま
す
ま
す
強
ま
っ
て
い
く
こ
と

で
し
ょ
う
。

　
作
品
レ
ベ
ル
は
、
全
体
と
し
て

従
来
よ
り
上
が
っ
た
と
い
う
の
が
、

今
回
の
審
査
委
員
の
一
致
し
た
意

見
で
し
た
。
ス
ト
レ
ー
ト
な
感
情

の
吐
露
よ
り
も
技
巧
的
に
粒
の
そ

ろ
っ
た
作
品
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
最
優
秀
賞
作
品
は
、
恋
の
発
端

の
鮮
烈
な
感
動
が
グ
レ
ー
プ
フ
ル

ー
ツ
を
二
つ
に
切
っ
た
瞬
間
に
飛

び
散
る
果
汁
の
飛
沫
に
託
さ
れ
て

新
鮮
で
す
。

問
合
先
　
万
葉
の
里
・
恋
の
う
た

募
集
実
行
委
員
会
　

　
☎︵
２
３
︶６
３
９
０

※

し
ぶ
き

と

ろ

中臣宅守

狭野弟上娘子狭野弟上娘子
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８
月
に「
新
し
い
図
書
館
」に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す

■
今
立
図
書
館
と
武
生
図
書
館
は
共

通
の
シ
ス
テ
ム
に
な
り
ま
す

　
　
新
た
に
共
通
の
利
用
カ
ー
ド
を

発
行
し
ま
す
。
蔵
書
検
索
も
す
べ

て
共
通
に
な
り
、
ど
ち
ら
で
も
貸

出
・
返
却
・
予
約
な
ど
が
で
き
ま
す
。

■
特
色
が
あ
っ
て
、
利
用
し
や
す
い

本
の
並
べ
方
に
な
り
ま
す

　
　
大
人
向
け
の
実
用
書
コ
ー
ナ
ー

や
青
少
年
向
け
図
書
コ
ー
ナ
ー
な

ど
を
作
り
ま
す
。

　
　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
辞
典
類
は
別

に
置
い
て
い
ま
し
た
が
、
一
般
の

図
書
と
同
じ
場
所
に
置
き
、
同
じ

分
野
に
つ
い
て
は
一
般
書
か
ら
専

門
書
ま
で
一
箇
所
に
配
置
し
ま
す
。

■
視
聴
覚
資
料
を
そ
ろ
え
ま
す

　
　
音
楽
Ｃ
Ｄ
、
映
像
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど

も
貸
出
・
視
聴
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。さ
ら
に
、
新
し
い
図
書
や

雑
誌
、新
聞
が
大
幅
に
増
え
ま
す
。

　
　
ま
た
、
新
し
い
も
の
ば
か
り
で

な
く
、郷
土
資
料
、古
文
書
や
和
漢

籍
、
戦
前
・
戦
後
の
書
籍
・
新
聞
な

ど
永
く
保
管
さ
れ
て
き
た
も
の
す

べ
て
を
デ
ー
タ
化
し
、
検
索
で
き

る
よ
う
に
し
ま
す
。

　
新
し
い
図
書
館
を
作
る
た
め

に
、武
生
図
書
館
全
館
か
ら
の
引

越
し
作
業
に
加
え
て
、貴
重
資
料

の
デ
ー
タ
化
や
蔵
書
へ
の
Ｉ
Ｃ

タ
グ
貼
り
付
け
な
ど
の
さ
ま
ざ

ま
な
作
業
を
行
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、利
用
者
の
皆
さ
ん

に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

新
し
い
図
書
館
で
は
、次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

４
月
１
日
か
ら
は
・・・

・
今
立
図
書
館
、
鯖
江
市
図
書
館
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
利
用
の
際
に

は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
利
用
カ
ー
ド
が

必
要
で
す
。

・
仁
愛
大
学
附
属
図
書
館
も
利
用
で

き
ま
す
。
武
生
図
書
館
ま
た
は
、

今
立
図
書
館
の
利
用
カ
ー
ド
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。︵
各
館
の
本
の

返
却
は
で
き
ま
せ
ん
︶

・
現
在
、
借
り
て
い
る
武
生
図
書
館

の
本
は
、
武
生
図
書
館
本
館
・
分

館
の
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
に
返
却
し
て

く
だ
さ
い
。︵
新
図
書
館
に
は
返
せ

ま
せ
ん
。
必
ず
旧
館
の
ブ
ッ
ク
ポ

ス
ト
に
投
入
し
て
く
だ
さ
い
︶

　
　
ま
た
、
鯖
江
市
図
書
館
、
今
立

図
書
館
に
も
返
却
で
き
ま
す
。

問
合
先
　
武
生
図
書
館
　

　
☎︵
２
２
︶０
３
５
４
ま
た
は
、

　
今
立
図
書
館
　
☎︵
４
３
︶０
２
２
９

あ
な
た
の
資
産
の
課
税
対
象
と
な
っ
て
い
る

登
録
事
項
を
確
認
で
き
ま
す

　
固
定
資
産
税
は
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
登
録
事
項
に
基

づ
い
て
、課
税
さ
れ
ま
す
。そ
の
課
税
の
正
確
を
期
す
る
た
め
、

登
録
事
項
に
つ
い
て
、内
容
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
納
税
者
が
自
己
の
資
産
の
価
格
を
縦
覧
帳
簿
で
他

の
資
産
と
比
較
で
き
ま
す
。
な
お
、
課
税
明
細
書
は
、
４
月
中

旬
に
納
税
通
知
書
と
あ
わ
せ
て
送
付
し
ま
す
。

Ｑ
　
地
価
が
下
落
し
て
い
る
の
に
固
定

資
産
税
が
上
が
る
の
は
な
ぜ
？

Ａ
　
税
負
担
が
地
域
や
土
地
に
よ
っ
て

格
差
が
あ
る
の
は
、
税
の
公
平
の
観

点
か
ら
問
題
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、平
成
９
年
度
以
降
、負
担
水
準
が

高
い
土
地
は
、
税
負
担
を
引
き
下
げ

た
り
、据
え
置
い
た
り
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
負
担
水
準
が
低
い
土
地
に
つ

い
て
は
、
税
負
担
を
引
き
上
げ
て
い

く
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
こ
の
よ
う
な
理
由
で
、
負
担
水
準

が
低
い
土
地
は
、
評
価
額
は
下
が
っ

て
も
税
負
担
は
上
昇
し
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

※
負
担
水
準
　
前
年
度
課
税
標
準
額
を

当
年
度
の
評
価
額
で
割
っ
た
数
値

多
く
あ
る
質
問
に
つ
い
て
、

お
答
え
し
ま
す

縦
覧
期
間
・
時
間

　
４
月
３
日
㈪
〜
５
月
１
日
㈪
の
平
日

午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時

と
こ
ろ
　

　
税
務
課︵
市
役
所
別
館︵
本
館
東
側
︶︶

対
象
者
　

・
市
内
に
所
在
す
る
土
地
、
ま
た
は
家

屋
の
固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者

︵
代
理
人
を
含
む
︶

・
土
地
の
納
税
者
は
土
地
、
家
屋
の
納

税
者
は
家
屋
の
縦
覧
が
で
き
ま
す
。

縦
覧
帳
簿
の
記
載
項
目
　

　
　
　
所
在
、地
番
、地
目
、地
積
、価
格

　
　
　
所
在
、家
屋
番
号
、種
類
、構
造
、

床
面
積
、価
格

縦
覧
手
数
料
　
無
料

必
要
な
も
の
　
納
税
通
知
書
ま
た
は

課
税
明
細
書
、
本
人
確
認
が
で
き
る

も
の
︵
運
転
免
許
証
な
ど
︶
。
代
理
人

は
委
任
状
が
必
要
で
す
。

審
査
申
出

　
　
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ

れ
た
価
格
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る

場
合
は
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
に
審
査
の
申
し
出
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

審
査
申
出
期
間
　
納
税
通
知
書
の
受

領
後
60
日

問
合
先
　
税
務
課
　

　
☎︵
２
２
︶３
０
１
４

土
地

家
屋

　
４
月

12
日
㈭
〜
５
月
末
日
ま

で
、
新
聞
や
雑
誌
が
児
童
室
キ

ッ
ズ
１
階
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

貸
出
や
複
写
は
で
き
ま
せ
ん
。

開
館
時
間
は
、
午
前
10
時
〜
午

後
６
時︵
日
曜
日
は
、午
後
５
時
︶、

休
館
日
は
、月
曜
日
と
祝
日
で
す
。

8

今
立
総
合
支
所

いまだて
芸術館

今
立
図
書
館

今立
警察署

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー

電
気
店

大滝

北
陸
自
動
車
道

北
陸

動
車
道

北
陸
自
動
車
道

武生
I.C.

東消防署

武生東
高校

至 江

武
生
図
書
館
は
、

武
生
図
書
館
は
、

４
月
１
日
か
ら
通
常
業
務
を
停
止
し
ま
す
。

４
月
１
日
か
ら
通
常
業
務
を
停
止
し
ま
す
。

武
生
図
書
館
は
、

４
月
１
日
か
ら
通
常
業
務
を
停
止
し
ま
す
。

※
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３
月
３
月
・
４
月
は
、

４
月
は
、

「
市
税
の
口
座
振
替

「
市
税
の
口
座
振
替

推
進
月
間
」

推
進
月
間
」で
す
で
す

３
月
・
４
月
は
、

「
市
税
の
口
座
振
替

推
進
月
間
」で
す

　
市
は
、
税
金
の
便
利
で
確
実
な
納

税
方
法
と
し
て
、
口
座
振
替
を
推
奨

し
て
い
ま
す
。

　
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
で
は
、
３

月
・
４
月
を
口
座
振
替
推
進
月
間
と

し
、
各
町
内
の
組
合
長
が
口
座
振
替

未
加
入
者
に
手
続
き
の
呼
び
か
け
を

行
い
ま
す
。(

組
合
に
よ
っ
て
は
、
他

の
時
期
に
行
う
場
合
も
あ
り
ま
す
︶

手
続
き
は
簡
単
で
す

・
市
内
金
融
機
関
お
よ
び
郵
便
局
窓

口
に
あ
る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
窓
口
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。︵
申
込
時
に
普
通
預
金
に

ご
使
用
の
印
鑑
が
必
要
で
す
︶

　
　
ま
た
は
、
各
町
内
の
組
合
長
が

呼
び
か
け
の
際
に
お
渡
し
す
る
申

込
書
を
、
市
内
金
融
機
関
お
よ
び

郵
便
局
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

・
申
し
込
み
の
翌
月
か
ら
口
座
振
替

が
始
ま
り
ま
す
。

問
合
先
　
納
税
課
　

　
☎︵
２
２
︶３
０
１
５

狂犬病予防注射 実施日と会場 　
生
後
３
ヵ
月
以
上
の
犬
を
飼
っ
て

い
る
場
合
に
は
、
犬
の
登
録
が
必
要

で
す
。
新
た
に
犬
を
飼
い
、
犬
の
登

録
が
済
ん
で
な
い
場
合
に
は
、
狂
犬

病
予
防
注
射
を
受
け
て
登
録
し
て
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
狂
犬
病
予
防
注
射
は
、
毎

年
１
回
受
け
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
登
録
済
み
の
犬
も
注

射
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
実

施
日
に
都
合
が
悪
い
場
合
に
は
、
動

物
病
院
で
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
、

注
射
済
証
を
持
っ
て
市
民
課
窓
口
で

手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

料
金
　
５
８
５
０
円

※
平
成
７
〜
17
年
度
に
登
録
し
た
犬

は
２
８
５
０
円
。

必
要
な
も
の
　
印
鑑
、
市
か
ら
の
通

知︵
は
が
き
︶

注
意
事
項
　
注
射
当
日
、
次
の
い
ず

れ
か
に
あ
て
は
ま
る
と
思
わ
れ
る

場
合
に
は
、
獣
医
師
に
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。

・
体
調
の
悪
い
と
こ
ろ
が
あ
る
　

・
治
療
中
で
あ
る

・
妊
娠
し
て
い
る

・
今
ま
で
に
狂
犬
病
予
防
注
射
あ

る
い
は
、
そ
の
他
の
予
防
注
射

を
受
け
て
、
具
合
が
悪
く
な
っ

た
こ
と
が
あ
る
。

　
近
年
、
飼
い
方
を
め
ぐ
っ
て
苦
情

が
増
え
て
い
ま
す
。
他
人
の
迷
惑
に

な
ら
な
い
よ
う
に
飼
う
の
は
、
飼
い

主
の
義
務
で
す
。

　
責
任
を
持
っ
て
飼
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
必
ず
鎖
な
ど
で
つ
な
い
で
飼
い
ま

し
ょ
う
。

・
散
歩
を
す
る
と
き
は
、
ふ
ん
の
後

始
末
を
し
ま
し
ょ
う
。

・
繁
殖
制
限
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

・
生
涯
、
愛
情
を
持
っ
て
飼
い
ま
し

ょ
う
。

問
合
先
　
市
民
課
　

　
☎︵
２
２
︶３
３
９
６

飼
い
主
は
マ
ナ
ー
を
忘
れ
ず
に

と き 時　　間実 施 場 所

4月6日
（木）

4月11日
（火）

4月13日
（木）

4月18日
（火）

4月20日
（木）

4月23日
（日）

4月25日
（火）

4月27日
（木）

10:00〜10:15

10:30〜10:45

11:00〜11:15

13:30〜14:20

14:40〜14:55

15:10〜15:50

 9:30〜10:30

10:50〜11:40

13:30〜14:30

14:50〜15:20

15:30〜15:45

10:00〜10:40

10:55〜11:10

13:30〜14:00

14:10〜15:10

15:30〜16:00

9:20〜 9:50

10:00〜10:20

10:30〜10:50

11:00〜11:40

13:30〜13:40

13:50〜14:30

14:45〜15:00

15:15〜15:35

15:45〜16:00

10:00〜10:30

10:40〜11:00

11:10〜11:40

13:30〜13:50

14:00〜14:20

14:40〜15:10

15:20〜15:40

9:00〜10:00

11:00〜12:00

9:30〜11:00

11:20〜11:50

13:30〜13:45

13:55〜15:20

13:30〜14:50

15:20〜15:50

坂 口 公 民 館

沓 掛 町 会 館

土 山 分 校 跡

王 子 保 公 民 館

西 尾 町 公 民 館

北 日 野 公 民 館

神 山 公 民 館

大 虫 公 民 館

吉 野 公 民 館

家 久 町 公 民 館

芝 原 一 丁 目 公 民 館

白 山 公 民 館

安養寺生活改善センター

国 高 労 働 福 祉 セ ン タ ー

式 部 ふ れ あ い 館

北 新 庄 公 民 館

岩 本 公 民 館

大 滝 公 民 館

不 老 公 民 館

う す ず み 会 館

花 筐 公 民 館

勤 労 会 館 跡 地

中 津 山 集 落 セ ン タ ー

西 庄 境 公 民 館

今 立 勤 労 青 少 年 ホ ー ム

服 間 改 善 セ ン タ ー

領 家 公 民 館

横 住 開 発 セ ン タ ー

北坂下・殿集落センター

水 間 集 落 セ ン タ ー

月 尾 サ ブ セ ン タ ー

八 石 集 落 セ ン タ ー

王 子 保 公 民 館

市 役 所 前 駐 車 場

南 公 民 館

市 役 所 裏 駐 車 場

余川町生活改善センター

味 真 野 公 民 館

市 体 育 館 前 駐 車 場

今 立 総 合 支 所

犬
の
登
録
と

犬
の
登
録
と

狂
犬
病
予
防
注
射
を

狂
犬
病
予
防
注
射
を

忘
れ
ず
に

忘
れ
ず
に

犬
の
登
録
と

犬
の
登
録
と

狂
犬
病
予
防
注
射
を

狂
犬
病
予
防
注
射
を

忘
れ
ず
に

忘
れ
ず
に

犬
の
登
録
と

狂
犬
病
予
防
注
射
を

忘
れ
ず
に
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3030
件（
越
前
市
27
件
）

平
成
17
年
中
の
火
災
概
要

（
南
越
消
防
組
合
管
内
）

出
火
原
因

第
１
位
　
ス
ト
ー
ブ︵
５
件
︶

第
２
位
　
放
火
・
疑
放
火︵
４
件
︶

第
３
位
　
こ
ん
ろ
・
た
き
火︵
各
３
件
︶

屋
外
で
の

火
気
取
り
扱
い
の

注
意
点
は
、こ
れ
！

▼
枯
れ
葉
な
ど
の
あ
る
場
所
で
は
、

た
き
火
を
し
な
い
。

▼
火
気
の
使
用
後
、
そ
の
場
を
離
れ

る
と
き
は
、完
全
に
消
火
す
る
。

▼
強
風
時
お
よ
び
乾
燥
時
に
は
、
た

き
火
・
火
入
れ
は
し
な
い
。

▼
火
入
れ
を
す
る
際
は
、
必
ず
許
可

を
受
け
る
。

▼
た
ば
こ
は
、
指
定
さ
れ
た
場
所
で

喫
煙
し
、吸
い
殻
は
、必
ず
消
す
と

と
も
に
、投
げ
捨
て
は
し
な
い
。

▼
火
遊
び
は
し
な
い
。

問
合
先
　
南
越
消
防
組
合

　
☎︵
２
１
︶０
１
１
９

も
っ
と
便
利
に
！
み
ん
な
の
市
民
バ
ス

も
っ
と
便
利
に
！
み
ん
な
の
市
民
バ
ス

も
っ
と
便
利
に
！
み
ん
な
の
市
民
バ
ス

も
っ
と
便
利
に
！
み
ん
な
の
市
民
バ
ス

も
っ
と
便
利
に
！
み
ん
な
の
市
民
バ
ス

　
市
で
は
、
合
併
を
契
機
と
し
て
、
効
率
的
で
利
用
し
や
す
い
市
民
バ
ス
に
な

る
よ
う
、
再
編
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
基
礎
資
料
と
す
る
た
め
、
住
民
ア
ン
ケ

ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
武
生
エ
リ
ア
と
今
立
エ
リ
ア
に
分
け
、
３
０
０
０
票
配
布

し
、回
収
率
は
54
・
１
％
で
し
た
。ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
今
回
、そ
の
結
果
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　
市
で
は
、
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

を
も
と
に
、
越
前
市
に
お
け
る
最
適

交
通
シ
ス
テ
ム
の
あ
り
方
調
査
検
討

委
員
会
や
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を

聞
き
な
が
ら
、
バ
ス
の
具
体
的
な
ル

ー
ト
や
時
刻
表
、
料
金
な
ど
の
再
編

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問
合
先
　
政
策
推
進
課

　
☎︵
２
２
︶３
０
１
６

問
１
　
市
民
バ
ス
の
ど
う
い
っ
た

点
を
改
善
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て

い
ま
す
か
。

　
武
生
エ
リ
ア
は
、﹁
運
行
本
数
を

増
や
す
﹂︵
69
％
︶
、﹁
運
行
日
を
増

や
す
﹂︵
37
％
︶で
、運
行
頻
度
の
要

望
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
立
エ
リ
ア
は
、﹁
旧
武
生
市
へ

行
く
の
に
便
利
に
す
る
﹂︵
78
％
︶、

﹁
運
行
本
数
を
増
や
す
﹂︵
56
％
︶で
、

旧
武
生
市
と
の
往
来
の
利
便
性
の

強
化
を
望
ん
で
い
ま
す
。

問
２
　
こ
れ
か
ら
の
バ
ス
交
通
に

望
ん
で
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
。

　
両
エ
リ
ア
と
も
、
買
い
物
に
利

用
と
い
う
回
答
が
、
最
も
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。武
生
エ
リ
ア
は
、﹁
郊

外
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で

の
買
い
物
﹂︵
60
％
︶
、﹁
武
生
駅
周

辺
で
の
買
い
物
﹂︵
36
％
︶。今
立
エ

リ
ア
は
、﹁
旧
武
生
市
へ
の
買
い
物
﹂

︵
61
％
︶が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
次
に
多
い
の
は
、
通
院
利
用
に

な
っ
て
い
ま
す
。

問
３
　
市
民
バ
ス
に
い
く
ら
ま
で

な
ら
支
払
っ
て
も
い
い
と
考
え
て

い
ま
す
か
。

　
武
生
エ
リ
ア
で
は
、
２
０
０
円

︵
57
％
︶
、
１
０
０
円︵
28
％
︶。今
立

エ
リ
ア
で
は
、
１
０
０
円︵
44
％
︶
、

２
０
０
円
︵
40
％
︶ま
で
な
ら
支
払

っ
て
も
よ
い
と
い
う
回
答
で
し
た
。

問
４
　
福
祉
バ
ス
制
度
を
ど
う
改

善
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
か
。

　
﹁
利
用
で
き
る
曜
日
を
増
や
す
﹂

︵
54
％
︶
、﹁
広
報
周
知
活
動
を
積
極

的
に
行
う
﹂︵
46
％
︶
と
い
う
回
答

で
、
週
一
回
の
現
状
を
増
便
し
て

ほ
し
い
と
い
う
回
答
で
し
た
。

火
の
取
り
扱
い
、

火
の
取
り
扱
い
、気
を
つ
け
て
！

気
を
つ
け
て
！

火
の
取
り
扱
い
、

火
の
取
り
扱
い
、気
を
つ
け
て
！

気
を
つ
け
て
！

火
の
取
り
扱
い
、気
を
つ
け
て
！

︱ 

春
の
火
災
予
防
運
動

春
の
火
災
予
防
運
動 

３
月
３
月
20
日
〜
日
〜
26
日 

︱

︱ 

春
の
火
災
予
防
運
動 

３
月
20
日
〜
26
日 

︱

　
こ
の
時
季
は
、

空
気
が
乾
燥
し
、

わ
ず
か
な
火
か
ら
火
災
に
な

る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。特
に
、

こ
れ
か
ら
春
を
迎
え
て
た
き

火
や
山
で
の
火
入
れ
、
入
山

者
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ

と
か
ら
、
こ
れ
ら
に
起
因
す

る
火
災
が
多
く
発
生
し
ま
す
。

火
気
の
取
り
扱
い
に
、

じ
ゅ
う
ぶ
ん
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。
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園児が
パソコンに

挑戦！

合
併
後
、

初
め
て
の
誘
致
企
業
が

今
立
西
部
工
業
団
地(
粟
田
部
町)

に

市
政ト

ピ
ッ
ク
ス

市
政
市
政ト

ピ
ッ
ク
ス

ト
ピ
ッ
ク
ス

市
政ト

ピ
ッ
ク
ス

　
２
月
28
日
、市
は
、忠
央
容
器

株
式
会
社
と
企
業
立
地
協
定
の

調
印
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
新
市
に
な
り
、
初
め
て
の
誘

致
企
業
で
、
産
業
活
性
化
を
目

指
す
奈
良
市
政
が
、
産
業
支
援

策
の
強
化
と
し
て
今
年
１
月
に

施
行
し
た
、
企
業
立
地
促
進
事

業
補
助
制
度
の
活
用
に
よ
る
工

場
進
出
で
す
。

　
忠
央
容
器
株
式
会
社
の
本
社

は
、大
阪
市
に
あ
り
、玉
子
豆
腐

の
容
器
な
ど
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

の
食
品
用
の
容
器
を
製
造
し
て

い
ま
す
。

　
操
業
開
始
は
、
今
年
11
月
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

「工場の立地に関する協定書」に調印する奈良市長と

忠央容器株式会社小西正美代表取締役社長

　
市
内
の
幼
稚
園
・
保
育
園
な

ど
の
Ｉ
Ｔ︵
情
報
技
術
︶環
境
づ

く
り
に
、
市
役
所
で
使
わ
れ
て

た
パ
ソ
コ
ン
が
活
躍
し
て
い
ま

す
。

　
事
業
所
で
使
わ
れ
る
パ
ソ
コ

ン
の
多
く
は
、リ
ー
ス
で
契
約
し
、

期
間
終
了
後
は
、
廃
棄
処
分
と

な
る
の
が
一
般
的
で
す
。市
で
は
、

そ
の
パ
ソ
コ
ン
の
有
効
利
用
が

で
き
な
い
か
模
索
し
、幼
稚
園
・

保
育
園
、公
民
館
、知
的
障
害
者

施
設
な
ど
で
の
利
用
を
検
討
し

ま
し
た
。
特
に
、
幼
稚
園
・
保
育

園
に
は
、
園
児
用
の
学
習
ソ
フ

ト
を
入
れ
て
配
備
し
、
あ
わ
せ

て
使
用
可
能
な
93
台
の
再
利
用

を
図
り
ま
し
た
。

ぬりえの学習ソフト

　
設
置
し
た
市
内
の
私
立
幼
稚
園
で

は
、
手
作
り
の
パ
ソ
コ
ン
ル
ー
ム
を

作
っ
て
活
用
し
て
い
ま
す
。
昼
食
後

の
休
憩
時
間
を
パ
ソ
コ
ン
の
時
間
に

充
て
て
い
ま
す
。

　
目
の
保
護
の
た
め
、
一
定
時
間
で

交
替
す
る
、
手
を
洗
う
、静
か
に
す
る

な
ど
、
パ
ソ
コ
ン
ル
ー
ム
に
入
る
に

は
、決
ま
り
が
あ
っ
て
、
こ
の
部
屋
に

入
る
と
、
み
ん
な
行
儀
が
良
く
な
る

と
か
。部
屋
の
入
口
に
は
、い
つ
も
園

児
が
な
ら
ん
で
待
っ
て
い
ま
す
。
給

食
を
食
べ
る
の
が
遅
か
っ
た
子
ど
も

も
、パ
ソ
コ
ン
を
配
備
し
て
か
ら
、早

く
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　
園
児
た
ち
は
、﹁
お
も
し
ろ
い
﹂﹁
楽

し
い
﹂
と
パ
ソ
コ
ン
に
興
味
を
も
っ

た
よ
う
で
、人
気
は
上
々
で
す
。

楽しそうにパソコンを操作する園児たち

　
﹁
屋
外
で
も
、
屋
内
で
も
、
み
ん

な
元
気
い
っ
ぱ
い
で
す
。で
も
、冬

季
に
悪
天
候
の
続
く
福
井
で
は
、

屋
内
で
の
活
動
が
偏
っ
て
し
ま
い

が
ち
で
す
。そ
ん
な
中
、パ
ソ
コ
ン

の
話
が
あ
り
、
学
習
ソ
フ
ト
も
入

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
検
討
し

ま
し
た
。

　
屋
外
、
屋
内
で
の
通
常
の
遊
び

は
、
と
て
も
大
切
で
す
。
で
も
、
い

ろ
ん
な
も
の
に
触
れ
さ
せ
、
自
発

的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
も
ま

た
、大
切
で
す
。好
奇
心
を
育
て
て

い
き
た
い
で
す
。﹂
と
笑
顔
で
語
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

園
長
に
お
聞
き
し
ま
し
た
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■越前市食育推進検討委員会

　実践的な活動へのアドバイスや、食育推

進計画の取りまとめなど、リーダー的な役

割を果たす人のことです。

　今後、食育コーディネーター養成研修な

どを検討し、食育活動の実践や食育に関す

る知識を持つコーディネーターを養成し、

実践活動の実施母体となる人を養成してい

きたいと考えています。

食育コーディネーター

▼
越
前
市
食
育
推
進
検
討
委
員
会
を
設
立
し

ま
し
た
。

　
食
育
推
進
検
討
委
員
会
は
、
食
育
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
は
じ
め
、
食
育
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
生
産
者
、
学
校
関
係
者
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
立
場
の
人
に
参
加
い
た
だ
き
、

市
の
食
育
活
動
や
、
食
育
推
進
計
画
の
検

討
を
行
う
委
員
会
で
す
。

▼
食
育
の
方
向
性

・
越
前
の
味
を
生
か
し
た
、
地
産
地
消
に
基

づ
く
食
育
活
動
を
推
進
す
る
。

・
農
業
体
験
な
ど
体
験
を
重
視
し
た
食
育
活

動
を
推
進
す
る
。

な
ど
、
市
の
独
自
性
を
重
視
し
て
、
基
本
計
画

を
策
定
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
﹁
旬
菜
．

ｃ
ｏ
ｍ
ね
っ
と
﹂
は
、
南
越
地

区
内
の
生
産
者
、Ｊ
Ａ︵
越
前
た
け
ふ
、た

ん
な
ん
、福
井
池
田
︶、市
場
で
組
織
す
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
グ
ル
ー
プ
で
す
。

　
南
越
地
区
の
ス
ー
パ
ー
な
ど
20
店
舗

に
、
専
用
コ
ー
ナ
ー
﹁
旬
菜
．

ｃ
ｏ
ｍ
﹂
を

設
け
、地
元
の
皆
さ
ん
に
新
鮮
で
安
心
な

食
べ
物
を
届
け
る
な
ど
、地
産
地
消
運
動

を
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

▼
新
鮮
で
安
全
安
心
な
農
産
物
の
提
供

・
収
穫
日
が
わ
か
り
ま
す
。

︵
商
品
１
つ
ひ
と
つ
に
、
シ
ー
ル
を
は

っ
て
い
ま
す
︶

・
栽
培
地
、
生
産
者
の
名
前
と
顔
が
わ

か
り
ま
す
。

︵
販
売
コ
ー
ナ
ー
に
ポ
ッ
プ
広
告
を
設

置
︶

・
生
産
者
は
、
農
産
物
の
栽
培
履
歴
を

記
帳
し
、
栽
培
方
法
に
間
違
い
が
な

い
か
確
認
し
て
い
ま
す
。

▼
学
校
給
食
に
材
料
を
提
供

　
平
成
14
年
９
月
か
ら
、
旧
武
生
市

内
の
小
学
校
な
ど
の
給
食
に
野
菜
を

提
供
し
て
い
ま
す
。
衛
生
に
配
慮
し
、

ビ
ニ
ー
ル
フ
ィ
ル
ム
で
包
ん
で
専
用

の
コ
ン
テ
ナ
に
入
れ
て
い
ま
す
。

地産地消に取り組んでいる「旬菜．ｃｏｍねっと」を紹介します。地産地消に取り組んでいる「旬菜．ｃｏｍねっと」を紹介します。

▲「旬菜．ｃｏｍ」の商品は、安心で
　おいしいと好評です。

※
﹁
旬
菜
．

ｃ
ｏ
ｍ
﹂
は
、
南
越
産
の
農
産

物
、農
産
物
加
工
品
が
一
目
で
わ
か

る
よ
う
つ
け
た
名
前
と
ロ
ゴ
で
す
。

▼
総
合
食
料
局
長
賞
を
受
賞

　
全
国
地
産
地
消
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム

２
０
０
６
実
行
委
員
会(

事
務
局
・
農

林
水
産
省)

が
、
地
域
の
個
性
を
生
か

し
な
が
ら
、
創
造
的
で
将
来
性
の
あ

る
地
産
地
消
活
動
を
行
っ
て
い
る
団

体
に
贈
る
総
合
食
料
局
長
賞
を
、﹁
旬

菜．
ｃ
ｏ
ｍ
ね
っ
と
﹂が
受
賞
し
ま
し
た
。

※

しゅんさい　どっと　こむ

食
育
通
信

食
育
通
信

食
育
通
信

食
育
通
信

食
育
通
信

食
育
に
関
す
る
企
画
の
提
案
、意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先
　

　
農
政
課
　
☎︵
２
２
︶３
０
０
９

　
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　n

o
u
s
e
i@

c
ity

.e
c
h
iz
e
n
.lg

.jp

Ｗhat?Ｗhat?

所 属 (五十音順)

今立担い手農業者連絡協議会代表

越前市学校給食研究部代表

越前市健康づくり推進委員会代表

越前市消費者グループ連絡協議会代表

越前市食生活改善推進委員会代表

旬菜．ｃｏｍねっと代表

私立保育園栄養士代表

農業ふれあい会代表（食育ボランティア）

農村婦人研究会代表（食育ボランティア）

福井県栄養教諭
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▲越前和紙の強さを実感した

　連鶴づくり教室（２月21日）

▲
そ
ば
打
ち
に
挑
戦
す
る
受
講
生︵
２
月
28
日
︶

　
越
前
市
誕
生
で
広
く
な
っ
た
郷

土
の
歴
史
や
伝
統
文
化
を
知
っ
て

も
ら
お
う
と
、
文
化
交
流
講
座
が

開
か
れ
ま
し
た
。

　
越
前
和
紙
、お
ろ
し
そ
ば
、菊
の

特
産
品
や
、
伝
統
行
事
の
ご
ぼ
う

講
と
い
っ
た
、
身
近
に
あ
り
な
が

ら
詳
し
く
知
る
こ
と
の
な
か
っ
た

４
つ
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
座
に
、そ

れ
ぞ
れ
約
30
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
ま
た
毎
回
、
講
座
に
関
す
る
体

験
も
組
み
込
ま
れ
て
い
て
、
受
講

生
は
和
紙
の
強
さ
や
打
ち
た
て
の

そ
ば
の
お
い
し
さ
な
ど
、
そ
れ
ぞ

れ
の
体
験
を
通
し
て
、
郷
土
の
良

さ
を
改
め
て
感
じ
て
い
ま
し
た
。

こ
し
の
都
の
と
き
め
き
物
語

恋
ナ
ビ
パ
ー
テ
ィ
ー
２
０
０
６

　
次
世
代
育
成
を
目
的
に
、
自
然
な

形
で
独
身
男
女
が
出
会
え
る
シ
ー
ン

を
つ
く
り
ま
す
。

と
き
　
４
月
22
日
㈯

　
午
後
５
時
〜
８
時︵
受
付
は
４
時
〜
︶

と
こ
ろ
　
武
生
パ
レ
ス
ホ
テ
ル

内
容
　
ゴ
ス
ペ
ル
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
、
ビ

ン
ゴ
大
会
な
ど

費
用
　
３
０
０
０
円︵
軽
食
付
︶

定
員
　
市
内
に
住
ん
で
い
る
か
勤
務

し
て
い
る
人
で
、
お
お
む
ね
25
歳

以
上
の
独
身
男
女
、各
80
人︵
計
１

６
０
人
︶

そ
の
他
　
当
日
、
ア
ル
コ
ー
ル
類
も

用
意
し
ま
す
の
で
、相
乗
り
や
公
共

交
通
機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
　
４
月
11
日
㈫

申
込
・
問
合
先
　
出
会
い
の
場
創
出
事

業
実
行
委
員
会︵
市
民
活
動
交
流
室
内
︶

　
☎︵
２
２
︶６
４
１
１

と　き　４月９日㈰

　　　　午前10時〜午後３時

ところ　太陽の広場（安養寺町）

内　容　ステージ催し（午前10時半〜）

　　　　各種バザー（午前10時〜午後２時半）

　　　　※山野草・ゲートボール・森の工作　

　　　　　教室も開催

問合先　安養寺桜まつり実行委員会

　　　　(しらやま振興会)

　　　　☎(２８)１１１９

と　き　４月９日㈰〜16日㈰

ところ　花筐公園（粟田部町）

問合先　はながたみまつり実行委員会

　　　　☎（４２）０３６１

と
こ
ろ
　
今
立
も
く
せ
い
会
館
︵
今

立
総
合
支
所
隣
︶

開
催
日
　
４
月
11
日
㈫

　
毎
週
火
曜
日︵
４
〜
７
月
︶

内
容︵
時
間
帯
︶

▼
初
級
　
簡
単
な
表
現
や
会
話
練
習

　
　
　
　
︵
午
後
７
時
〜
７
時
50
分
︶

▼
中
級
　
実
用
的
な
会
話
練
習

　
　
　
　
︵
午
後
８
時
〜
８
時
50
分
︶

▼
上
級
　
英
語
だ
け
の
授
業

　
　
　
　︵
午
後
９
時
〜
９
時
50
分
︶

定
員
　
各
ク
ラ
ス
15
人︵
中
学
生
以
上
︶

受
講
料
　
１
０
０
０
円

申
込
・
問
合
先
　
国
際
交
流
協
会

　
☎︵
２
４
︶３
３
８
９

対
象
　
市
内
に
住
ん
で
い
る
人
、
ま

た
は
通
勤
通
学
し
て
い
る
人

活
動
内
容
　
大
会
参
加
、
定
例
ウ
ォ

ー
ク
の
実
施
、機
関
紙
発
行
　

入
会
費
　
１
０
０
０
円

年
会
費
　
２
０
０
０
円(

家
族
会
員

は
１
０
０
０
円)

申
込
方
法
　
住
所
、氏
名
、
電
話
番
号

を
明
記
の
上
、
郵
送
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
　
３
月
31
日
㈮

申
込
・
問
合
先
　
〒
915
︱
０
８
０
１

家
久
町
47
︱
21
　
田
辺
信
次

︵
た
け
ふ
歩
こ
う
会
事
務
局
︶

　
☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ︵
２
３
︶３
６
１
５

国
際
交
流
員
の
ケ
ニ
ー
の

英
会
話
教
室

た
け
ふ
歩
こ
う
会会

員
を
募
集

第18回 太陽の広場桜まつり

第28回 はながたみまつり

第18回 太陽の広場桜まつり

第28回 はながたみまつり

きっと出会える
運命の人に・・・

﹃
郷
土
の
伝
統
文
化
に
触
れ
る
﹄

ご
ぼ
う
を
さ
か
な
に
酒

を
酌
み
交
わ
し
ま
す

　国中町に伝わる伝統行事「ごぼう講」

が２月17日開かれ、１年の豊作と集

落の繁栄を願いました。

　約300年も続くこの行事は、年貢

の厳しい時代、区民の団結を目的に

始まったとされています。

　神事に続いて直会が行われ、羽織

はかまで集まった参加者は、お膳に

並べられたごぼう料理を味わいなが

ら、互いの親ぼくを深めました。

ごぼう講（惣田正月十七日講）
そうでんしょうがつじゅうしちにちこう

な お ら い



越前市広報３月15日号13

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

ま
だ
ま
だ
使
え
る

再
生
品
を
提
供
し
ま
す

自
動
交
付
機
で
の
税
に
関
す
る

証
明
書
発
行
を
一
時
停
止

　

各
税
の
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
の
た
め
、

税
金
に
関
す
る
証
明
書(

所
得
証
明
書
・

納
税
証
明
書
・
固
定
資
産
証
明
書)

の
自
動
交
付
機
で
の
発
行
を
一
時
停

止
し
ま
す
。

　
な
お
住
民
票
の
写
し
、
印
鑑
証
明
、

外
国
人
登
録
原
票
記
載
事
項
証
明
書

は
、
通
常
ど
お
り
発
行
し
ま
す
。

停
止
日
　
３
月
18
日
(土)
・
19
日
(日)

　
４
月
８
日
(土)
・
22
日
(土)

　
６
月
10
日
(土)
・
11
日
(日)

　
７
月
８
日
(土)
・
９
日
(日)

予
備
日
　
４
月
９
日
(日)
・
23
日
(日)

※
作
業
の
都
合
で
、
予
備
日
に
も
停

止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
合
先
　
納
税
課

　
☎(

２
２)

３
０
１
５

市
民
雪
ど
け
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

重
度
身
体
障
害
者
(児)
の

介
護
者
に
慰
労
金
を
支
給

融
資
制
度
の
案
内

問
合
先
　
受
付
窓
口
ま
た
は

　
商
工
政
策
課
　
☎(

２
２)

３
０
４
７

名　称

100 (市が利子負担) ５年以内 労働金庫武生支店

返済期間 受付窓口融資限度額

小規模事業
育成資金

中小企業
振興資金

運転資金

設備資金

150 

150 

1.9〜2.2 

1.9〜2.2

５年以内

５年以内

労働金庫武生支店

市内の各信用金庫

市内の各銀行・

信用金庫

５年以内

７年以内

５年以内

７年以内

1.4〜2.0 

1.4〜2.4

1.5〜2.1 

1.5〜2.5

500 

1,000

1,000

2,000

運転資金

設備資金

生活安定
資金

勤労者

自営業者等

年利率(％)
(３月15日現在　　(万円) )

県育児・介護休業
生活資金

※
設
備
資
金
に
は
市
の
利
子
補
給
制

度
が
あ
り
ま
す
。

自
転
車
修
理
教
室
を
開
催

対
象
　
次
の
条
件
す
べ
て
に
該
当
す

る
人
の
介
護
者

▼
在
宅
で
介
護
を
受
け
て
い
る
65
歳

未
満
の
人

▼
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
、
ま
た
は

２
級
の
人

▼
地
区
民
生
児
童
委
員
の
寝
た
き
り

判
定
基
準
調
査
書
に
よ
り
、
寝
た

き
り
と
認
め
ら
れ
る
人

▼
特
別
障
害
者
手
当
、
ま
た
は
福
祉

手
当
を
受
給
し
て
い
な
い
人

▼
介
護
保
険
か
ら
の
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
ら
れ
る
特
定
疾
病
に
該
当
し
な

い
人

対
象
期
間
　
平
成
17
年
10
月
〜
平
成

18
年
３
月

支
給
額
　
２
万
８
０
０
０
円(

４
月

に
支
給)

申
請
期
限
　
４
月
７
日
(金)

申
請
・
問
合
先
　
社
会
福
祉
課

☎(

２
２)

３
０
０
４

市
税
な
ど
の
口
座
振
替
済

通
知
書
を
廃
止
し
ま
す

　

市
税
な
ど
を
口
座
振
替
で
納
付
し

た
と
き
、
こ
れ
ま
で
は
が
き
で
お
知

ら
せ
し
て
い
た
口
座
振
替
済
通
知
書

を
平
成
18
年
度
か
ら
廃
止
し
ま
す
。

廃
止
対
象
税
目
　
市
・
県
民
税
、
固

定
資
産
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、

介
護
保
険
料
、
軽
自
動
車
税
の
一

部(

車
検
の
な
い
軽
自
動
車)

廃
止
理
由
　
発
送
に
か
か
る
経
費(

お

も
に
郵
便
料
金)

の
節
減
お
よ
び
、

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
に
基
づ
く
環

境
負
荷(

紙
使
用
量)

の
低
減

納
付
の
確
認
方
法
　
通
帳
の
記
帳
に

よ
り
振
替
結
果
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
残
高
不
足
で
振
替
で
き

な
か
っ
た
場
合
は
、
市
か
ら
納
期

限
後
10
日
前
後
に
口
座
振
替
不
能

通
知
書
を
発
送
し
ま
す
の
で
、
そ

の
通
知
書
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先
　
納
税
課

　
☎(

２
２)

３
０
１
５

　 

３
月
５
日
(日)
〜
４
月
５
日
(水)

　
市
民
総
ぐ
る
み
の
﹁
ご
み
の
な
い

ま
ち
・
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
﹂
を

目
指
し
、
雪
ど
け
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

を
行
い
ま
す
。

　
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
　

統
一
行
動
日
　
３
月
26
日
(日)

　
午
前
８
時
〜(

小
雨
決
行)

作
業
内
容
　
道
路
・
側
溝
の
清
掃
お

よ
び
空
き
缶
・
空
き
瓶
・
ご
み
の

回
収
な
ど

▼
ご
協
力
く
だ
さ
い
　

※
泥
の
つ
い
た
空

き
缶
・
空
き
瓶

は
、
リ
サ
イ
ク

ル
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
燃
や
せ

な
い
ご
み
と
し
て
、
町
内
の
指
定

日
に
指
定
さ
れ
た
場
所
へ
出
し
て

く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、
ご
み
袋
の

山
に
﹁
雪
ど
け
ク
リ
ー
ン
作
戦
﹂
と

書
い
た
紙
を
は
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
道
路
側
溝
か
ら
で
た
土
砂
は
、
町

内
会
で
処
分
で
き
な
い
場
合
は
、

地
区
ご
と
に
指
定
し
た
仮
置
場
に

町
内
ご
と
に
運
搬
し
て
く
だ
さ
い
。

仮
置
き
場
所
へ
の
運
搬
方
法
は
、

各
区
長
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
合
先
　
市
民
活
動
推
進
課

　
☎(

２
２)

３
２
９
３
ま
た
は

　
環
境
政
策
課
　

　
☎(

２
２)

３
０
０
３

と
き
　
４
月
16
日
(日)

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

※
昼
食
は
、
各
自
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

定
員
　
５
人

問
合
先
　
利
再
来
館(

第
２
清
掃
セ

ン
タ
ー
内)

勾
当
原
町
86
︱
28

　(

月
曜
日
・
祝
日
の
翌
日
は
休
館
日)

　
☎(

２
８)

１
３
９
０

　
ご
み
と
し
て
出
さ
れ
た
も
の
を
リ

サ
イ
ク
ル
し
、
提
供
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
　
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
プ
ラ
ザ

申
込
期
間
　
４
月
１
日
(土)
〜
30
日
(日)

当
選
者
発
表
　
５
月
３
日
(水)

※
当
選
者
に
は
電
話
で
連
絡
し
ま
す
。

引
取
日
　
５
月
７
日
(日)

問
合
先
　
利
再
来
館(

第
２
清
掃
セ

ン
タ
ー
内)

勾
当
原
町
86
︱
28

　(

月
曜
日
・
祝
日
の

翌
日
は
休
館
日)

　
☎(

２
８)

１
３
９
０
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新
事
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援

補
助
金
申
請
を
受
け
付
け

﹁
み
ど
り
と
自
然
の
村
﹂開
村

第
１
回
越
前
市
長
杯
争
奪

高
校
野
球
大
会
を
開
催

と
き
　
４
月
１
日
(土)
・
２
日
(日)(

１

回
戦)

、
３
日
(月)(

準
決
勝
・
決
勝)

※
雨
天
時
は
４
日
(火)
〜
６
日
(木)
に
順
延

と
こ
ろ
　
武
生
中
央
公
園
野
球
場

参
加
校
　
丹
南
地
区
８
校

入
場
料
　
無
料

問
合
先
　
ス
ポ
ー
ツ
課

　
☎(

２
２)

７
４
６
３

お
わ
び
と
訂
正

　

越
前
市
広
報
２
月
15
日
号
の
情
報
館

14
頁
掲
載
の
新
行
政
区 

大
虫
本
町
勝

蓮
花
の
よ
み
が
な
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、
訂
正
し
、
お
わ
び
し
ま
す
。(

正 

お
お
む
し
ほ
ん
ち
ょ
う
し
ょ
う
れ
ん
げ)

【自主講座】講座により受講料が必要。【教養講座】受講料は無料。ただし、講座により材料費が必要。

※申し込みが５人以下の場合は中止

講座名

家庭料理講座

パン作り講座

ビーズアクセサリー講座

男女参画料理講座

ヨガ講座

手軽な

ニュースポーツ講座

押し花講座

開講日

４月21日㈮

４月22日㈯

４月26日㈬

４月28日㈮

４月29日㈯

５月10日㈬

５月20日㈯

曜日・時間

毎月第１・３金曜日

午後６時半〜８時半

毎月第２・４土曜日

午前９時半〜正午

毎月第２・４水曜日

午後７時〜９時

毎月第４金曜日

午後６時半〜８時半

毎月第２・４土曜日

午後７時〜８時半

毎月第２・４水曜日

午後７時〜９時

毎月第１・３土曜日

午前９時半〜正午

回数

12回

12回

12回

５回

10回

５回

７回

定員

15人

10人

15人

15人

20人

20人

10人

ソフトクラブ(シルバー)

社交ダンス

むつみ会(抹茶)

ソフトエアロビクス

健康鈴の舞

整体体操(真向法)

すこやか会(SMボウリング)

紫笛会(横笛)

さくら会(SMボウリング)

煎茶

ソフトバレー八幡

詩吟(朝)

吟舞

民謡えくぼ会

組ひも

ベーシック(社交ダンス)

卓球

英語

金陽会(社交ダンス)

ソフトクラブ(ゴールド)

太極拳

連袖会(社交ダンス)

麗風会(毛筆・ペン習字)

陶芸

なごみ会(卓球)

いきいき大楽(SMボウリング)

楽々会(絵手紙)

エスキーテニス

着付け(小町流)

フラワーデザイン(夜)

なかよし会(卓球)

こだま会(カラオケ)

歌好会(カラオケ)

さわやかダンス

対象　市内に住んでいるか勤務している人　年会費　500円（式部ふれあい館自治会年会費）

受付時間　午前９時〜午後９時(月曜および休日の翌日を除く)　

申込・問合先　式部ふれあい館　☎(２３)００４７

対象　市内に住んでいるか勤務している人　年会費　500円（式部ふれあい館自治会年会費）

受付時間　午前９時〜午後９時(月曜および休日の翌日を除く)　

申込・問合先　式部ふれあい館　☎(２３)００４７

　

市
内
に
住
所
が
あ
る
個
人
ま
た
は

中
小
企
業
な
ど
に
よ
る
新
事
業
創
出

活
動
や
、
特
許
な
ど
の
取
得
活
動
を

支
援
し
ま
す
。
　

補
助
金
交
付
限
度
額

　

補
助
対
象
経
費
の
１
／
２
で
、
研

究
開
発
３
０
０
万
円
、
販
売
促
進

１
０
０
万
円
、
特
許
・
実
用
新
案

10
万
円
、
意
匠
・
商
標
５
万
円

審
査
　
専
門
家
に
よ
る
審
査
会
で
、

事
業
の
内
容
を
審
査
し
ま
す
。

申
込
締
切
　
４
月
28
日
(金)

問
合
先
　

　
商
工
政
策
課

　
☎(

２
２)

３
０
４
７

　
野
外
ス
テ
ー
ジ
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

施
設
、
キ
ャ
ン
プ
場
、
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
な
ど
が
使
用
で
き
ま
す
。

期
間
　
３
月
21
日
(火)
〜
11
月
15
日
(水)

※
設
備
点
検
の
た
め
、
レ
ス
ト
ハ
ウ

ス
お
よ
び
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
ナ
イ

タ
ー
開
始
は
４
月
１
日
(土)
で
す
。

問
合
先
　
施
設
管
理
事
業
団
　

　
☎(

２
４)

３
７
１
２
ま
た
は

　
み
ど
り
と
自
然
の
村

　
☎(

２
８)

１
１
１
９

｢

普
通
救
命
講
習
会｣

を
開
催

　
心
筋
梗
塞
な
ど
で
倒
れ
た
場
合
、

最
も
適
切
な
対
処
法
で
あ
る
Ａ
Ｅ
Ｄ

(

自
動
体
外
式
除
細
動
器)

を
使
っ
た

除
細
動(

電
気
シ
ョ
ッ
ク)

を
取
り
入

れ
た
﹁
普
通
救
命
講
習
会
﹂
を
開
催
し

ま
す
。
　

と
き
　
３
月
26
日
(日)

　

午
前
９
時
〜
正
午(

約
３
時
間)

と
こ
ろ
　
南
越
消
防
組
合
消
防
本
部

(

千
福
町)

申
込
締
切
　
３
月
22
日
(水)

問
合
先
　
南
越
消
防
組
合
中
消
防
署

☎(

２
１)

０
１
１
９

Ｉ
Ｃ
旅
券(

パ
ス
ポ
ー
ト)

申
請
受
付
を
開
始

　
偽
変
造
防
止
の
た
め
Ｉ
Ｃ(

集
積

回
路)

を
搭
載
し
た
旅
券(

パ
ス
ポ
ー

ト)

の
申
請
受
け
付
け
を
、
３
月
20

日
(月)
か
ら
開
始
し
ま
す
。
　

問
合
先
　
県
国
際
政
策
課
旅
券
室

　
☎
０
７
７
６(

２
８)

８
８
２
０

不
動
産
鑑
定
士
に
よ
る

無
料
相
談
会
を
開
催

と
き
　
４
月
４
日
(火)

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ
　
シ
ピ
ィ

問
合
先
　
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会

　
☎
０
７
７
６(

２
１)

０
５
０
１

フ
ラ
ワ
ー
都
市
交
流
連
絡
協
議
会

総
会
実
行
委
員
を
募
集

　

10
月
15
日
(日)
・
16
日
(月)
に
開
催
す

る
フ
ラ
ワ
ー
都
市
交
流
連
絡
協
議
会

総
会
の
企
画
や
、
各
都
市
と
の
交
流

な
ど
に
協
力
い
た
だ
け
る
メ
ン
バ
ー

を
募
集
し
ま
す
。

※
総
会
時
の
交
流
パ
ー
テ
ィ
負
担
金

と
し
て
５
０
０
０
円
が
必
要
で
す
。

申
込
・
問
合
先
　
観
光
振
興
課

　
☎(

２
２)

３
０
０
７

募

集

募

集

募

集

係

式部ふれあい館
　講座受講生募集
式部ふれあい館
　講座受講生募集
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●
ヨ
ガ
体
験
講
座(

２
回
コ
ー
ス)

と
き
　
３
月
23
日
(木)
・
30
日
(木)

　

午
後
７
時
半
〜
９
時

と
こ
ろ
　
青
年
セ
ン
タ
ー(

高
瀬
二

丁
目)

費
用
　
無
料

定
員
　
20
人

持
ち
物
　
ヨ
ガ
マ
ッ
ト(

バ
ス
タ
オ
ル)

●
株
式
入
門
講
座(

４
回
コ
ー
ス)

と
き
　
４
月
６
日
(木)
、
13
日
(木)
、
20

日
(木)
、
27
日
(木)
　

　
午
後
７
時
〜
９
時

と
こ
ろ
　
武
生
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

(

高
瀬
二
丁
目)

費
用
　
無
料

定
員
　
20
人

●
自
主
サ
ー
ク
ル

各
サ
ー
ク
ル
に
よ
り
会
費
が
必
要

講座名

アロマテラピー

ネイルケア・アート

フラワーギフト

書道

華道(池坊)

手作りパン

陶芸

パッチワーク

アートクレイシルバー

曜日

毎月第１火曜日

毎月第２火曜日

毎月第２水曜日

毎月第１・３木曜日

毎月第２・４木曜日

第３週の月・火曜日

毎月第３火曜日

毎月第３・４水曜日

時間

午後７時〜９時

午後６時〜９時

午後７時〜９時

開講日

５月２日㈫

５月９日㈫

５月10日㈬

５月11日㈭

５月15日㈪

５月16日㈫

５月17日㈬

●
第
２
回
芸
能
発
表
会

と
き　

４
月
９
日
(日)
　
午
後
１
時
〜

と
こ
ろ
　
文
化
セ
ン
タ
ー(

高
瀬
二

丁
目)

内
容
　
サ
ー
ク
ル
受
講
生
の
発
表(

宗

生
流
、
民
舞
、
太
極
拳
、
バ
ン
ド
、

健
康
体
操
、
太
鼓
な
ど)

●
教
養
講
座　

受
講
料
　
１
０
０
０
円(

材
料
費
別
︶

茶道

太極拳

EST(テニス)

パワーヨガ

サルサ・アミ−ゴス

華道(草月流)

シャトルエース(バドミントン)

バンド

民舞

The Low-Heys(バレーボール)

スマッシュエース(テニス)

健康体操

宗生流

燦々会(太極拳)

社交ダンス

アートクレイシルバー

さいれんす武生(デジカメ)

頭文字沈黙(競馬)

ETTA(テニス)

フ
レ
ン
ド
パ
ー
ク
た
け
ふ

講
座
受
講
生
を
募
集

青
年
セ
ン
タ
ー
教
養
講
座

受
講
生(

前
期)

を
募
集

駐
車
場
利
用
者
を
募
集

駐
車
場
名
　
武
生
駅
東
駐
車
場

募
集
台
数
　
20
台
程
度

利
用
料
金
　
１
ヵ
月
　
６
０
０
０
円

(

３
ヵ
月
分
前
納
、
日
割
り
な
し)

申
込
期
間
　
随
時(

た
だ
し
土
・
日
・

祝
祭
日
は
、
受
付
で
き
ま
せ
ん)

受
付
時
間
　
午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時

申
込
方
法
　
駐
車
す
る
自
動
車
の
車

種
、
ナ
ン
バ
ー
を
控
え
、
印
鑑
を

持
っ
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
先
　
施
設
管
理
事
業
団

　
☎(

２
４)

３
７
１
２

期
間
　
４
月
〜
８
月(

前
期)

と
こ
ろ
　
青
年
セ
ン
タ
ー

受
講
料
　
５
０
０
円(

材
料
費
別)

申
込
期
限
　
３
月
31
日
(金)

●
着
付
け(
定
員
10
人)

開
講
日
　
毎
月
第
１
・
３
木
曜
日

　
午
後
７
時
〜
９
時

●
四
季
折
々
の
家
庭
料
理(

定
員
20
人)

開
講
日
　
毎
月
第
１
・
３
水
曜
日
　

午
後
６
時
45
分
〜
９
時

●
や
さ
し
い
パ
ン
づ
く
り(

定
員
15
人)

開
講
日
　
毎
月
第
１
・
３
月
曜
日
　

午
後
６
時
30
分
〜
９
時

申
込
・
問
合
先
　

　
生
涯
学
習
課
　

　
☎(

２
２)

３
９
７
７

対
象
　
市
内
に
住
ん
で
い
る
か
勤
務

し
て
い
る
人

受
付
時
間
　
午
後
０
時
半
〜
９
時

　(

土
・
日
、
祝
日
を
除
く)

申
込
・
問
合
先
　
フ
レ
ン
ド
パ
ー
ク

た
け
ふ(

武
生
勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム)

　
☎(

２
４)

０
４
４
４

市
民
自
治
推
進
委
員
会

委
員
を
募
集

市
民
憲
章
制
定
等
検
討
委
員
会

委
員
を
募
集

市
民
の
声
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、

　
　
　
　
　
　
次
の
各
委
員
会
の
委
員
を
公
募
し
ま
す

　
市
民
自
治
活
動
お
よ
び
市
民
参
画

を
推
進
す
る
た
め
、
越
前
市
自
治
基

本
条
例
に
基
づ
き
設
置
す
る
、
市
民

自
治
推
進
委
員
会
の
委
員
を
募
集
し

ま
す
。

応
募
資
格
　
３
月
１
日
現
在
、
満
20

歳
以
上
で
、
市
に
住
民
票
が
あ
り
、

市
内
在
住
の
人

募
集
人
員
　
２
人
以
内

任
期
　
委
嘱
し
た
日
か
ら
２
年
間

会
議
な
ど
の
開
催
回
数
　
５
回
程
度

応
募
方
法
　
市
民
活
動
に
つ
い
て
の

思
い
や
考
え
方(

４
０
０
字
程
度)

、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

市
民
自
治
活
動
の
実
績
を
記
入
の

上
、
郵
送
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
締
切
　
４
月
14
日

（金）(

郵
送
の

場
合
、
当
日
消
印
有
効)

選
考
結
果
　
選
考
会
議
で
決
定
後
、

応
募
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

申
込
先
・
問
合
先
　

　
〒

915
︱

８
５
３
０(

住
所
不
要)

　
市
民
活
動
推
進
課
　

　
☎(

２
２)

３
２
９
３
　

　
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　c
h
iik

i@
c
ity

.e
c
h
ize

n
.lg

.jp
 

　
市
民
憲
章
や
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
な

る
花
・
木
の
選
定
に
つ
い
て
検
討
す

る
﹁
市
民
憲
章
制
定
等
検
討
委
員
会

(

仮
称)

﹂
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格
　
18
歳
以
上
で
、
市
内
に

住
ん
で
い
る
人

募
集
人
員
　
３
人
程
度

任
期
　
９
月
末
ま
で(

市
民
憲
章
な

ど
の
制
定
に
係
る
審
議
終
了
ま
で
︶

応
募
方
法
　
理
想
と
す
る
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の
意
見(

４

０
０
字
程
度)

、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
性
別
、
職
業
、
電
話
番
号

を
記
入
の
上
、
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク

ス
、
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
応
募

し
て
く
だ
さ
い(

様
式
は
自
由)

。

応
募
締
切
　
４
月
14
日
(金)(

郵
送
の

場
合
、
当
日
消
印
有
効)

選
考
結
果
　
選
考
会
議
で
決
定
後
、

応
募
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

応
募
先
・
問
合
先

　
〒

915
︱

８
５
３
０(

住
所
不
要)

　
　

行
政
管
理
課

　
☎(

２
２)

３
０
１
３

　
Ｆ
Ａ
Ｘ(

２
２)

３
０
５
６

　
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　g
y
o
u
se

i@
c
ity

.e
c
h
ize

n
.lg

.jp
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保

健

保

健

保

健

歯
の
訪
問
診
療
を
実
施

﹁
健
康
ト
ラ
イ
２
０
０
６
﹂

３
歳
児
親
子
歯
っ
ぴ
ー
教
室

　
通
院
で
き
な
い
人
の
た
め
、
歯
の

訪
問
診
療(

往
診)

を
実
施
中
で
す
。

問
合
先
　
歯
科
口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー

☎(

２
２)

１
０
２
０

春
休
み
自
然
学
校
参
加
者
募
集

　
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
と
ブ
ロ
グ(

日

記
形
式
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
サ
イ
ト)

の
入
門
講
座
で
す
。

定
員
　
親
子
で
10
組

▼
第
１
回
　
と
き
　
３
月
26
日
(日)

　
午
前
９
時
半
〜
正
午

と
こ
ろ
　
エ
コ
ビ
レ
ッ
ジ
交
流
セ
ン
タ
ー

参
加
料
　
５
０
０
円

▼
第
２
回
　
と
き
　
４
月
１
日
(土)
　

　
午
前
９
時
半
〜
午
後
４
時
半

と
こ
ろ
　
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

参
加
料
　
１
０
０
０
円

▼
第
３
回
　
と
き
　
４
月
２
日
(日)
　

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ
　
八
ッ
杉
森
林
学
習
セ
ン
タ
ー

参
加
料
　
５
０
０
円

問
合
先
　
八
ッ
杉
森
林
学
習
セ
ン
タ
ー

☎(

４
２)

３
８
０
０

　
エ
コ
ビ
レ
ッ
ジ
交
流
セ
ン
タ
ー
　

☎(

２
８)

１
１
２
３

こころとからだの健康づくりこころとからだの健康づくり

開催場所　福祉健康センター(アルプラザ武生)

●こころの相談会(要予約)
とき　３月31日㈮、４月14日㈮　
　　　午後５時半〜８時半
●両親学級(要予約)
とき　３月26日㈰　午後１時10分〜

●育児相談(１歳未満の乳児)
とき　４月３日㈪　午前９時半〜10時半

●離乳食教室(１歳未満の乳児)
とき　４月３日㈪
　(初期)　午前10時〜　(中・後期)　午前11時〜

●１歳６カ月児健康診査
とき　４月５日㈬、19日㈬　午後１時半〜２時半

●３歳児健康診査
とき　４月６日㈭、20日㈭　午後１時〜２時半

●２カ月児セミナー
とき　４月17日㈪　午後１時10分〜１時半

●いきいき運動広場
とき　３月24日㈮、28日㈫、31日㈮、４月７日㈮、
　　14日㈮　　午前９時〜11時

問合先　健康増進課　☎(２４)２２２１

開催場所　社会福祉センター(杉尾町)

●すこやかサロン(乳幼児)
とき　４月21日㈮　午前10時〜11時
●こころの相談会(要予約)　☎(４２)３９３９
とき　３月23日㈭、28日㈫、30日㈭　
　　　午前10時〜午後４時

問合先　健康増進課　☎(２４)２２２１

開催場所　花筐保健センター(粟田部町)　

●花筐のつどい(健康相談や体操など)
とき　３月23日㈭　午前９時半〜11時

問合先　花筐保健センター　☎(４２)０３６１

　
親
子
歯
磨
き
チ
ェ
ッ
ク
と
３
歳
児

フ
ッ
素
無
料
塗
布
を
行
い
ま
す
。

対
象
　
３
歳
児
健
康
診
査
受
診
児
と

そ
の
保
護
者

と
き
　
３
月
28
日
(火)

と
こ
ろ
　
歯
科
口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー

※
フ
ッ
素
塗
布
無
料
券
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

問
合
先
　
歯
科
口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー

☎(

２
２)

１
０
２
０

●﹁
わ
た
し
の
健
康
記
録
手
帳
﹂を

無
料
配
布

　
　
健
康
づ
く
り
の
自
己
管
理
、

各
種
ト
ラ
イ
事
業
の
参
加
記
録

な
ど
、有
効
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※﹁
ト
ラ
イ
手
帳
﹂﹁
健
康
手
帳
﹂﹁
は

つ
ら
つ
手
帳
﹂
が
い
っ
し
ょ
に

な
り
ま
し
た
。

申
込
・
問
合
先
　
健
康
増
進
課

　
☎(

２
４)

２
２
２
１

エ
コ
ビ
レ
ッ
ジ
交
流
セ
ン
タ
ー

催
し
物
参
加
者
募
集

●
里
山
コ
ン
サ
ー
ト
in
エ
コ
ビ
レ
ッ

ジ﹁
ア
ン
デ
ス
音
楽
を
楽
し
も
う
﹂

と
き
　
３
月
26
日
(日)
　

　
午
後
１
時
半
〜
３
時
半

参
加
料
　
５
０
０
円

申
込
・
問
合
先
　
エ
コ
ビ
レ
ッ
ジ
交

流
セ
ン
タ
ー
　
☎(

２
８)

１
１
２
３

八
ッ
杉
森
林
学
習
セ
ン
タ
ー

催
し
物
参
加
者
募
集

●
早
春
の
山
菜
摘
み

と
き
　
４
月
２
日
(日)
　

　
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

集
合
　
白
山
神
社(

南
坂
下
町)

　

参
加
料
　
１
０
０
０
円(

昼
食
代
込)

定
員
　
30
人

申
込
・
問
合
先
　

　
八
ッ
杉
森
林
学
習
セ
ン
タ
ー

　
☎(

４
２)

３
８
０
０

万
葉
菊
花
園
だ
よ
り

申
込
・
問
合
先
　
☎(

２
７)

７
８
０
０

●
身
近
に
あ
る
薬
用
植
物
講
座(

春
編)

と
き
　
４
月
１
日
(土)

　
午
後
１
時
半
〜
３
時

費
用
　
３
０
０
円

定
員
　
20
人

●
春
の
山
野
草
展
示
会

と
き
　
４
月
７
日
(金)
〜
９
日
(日)

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
半(

最
終

日
は
、
午
後
４
時
ま
で)

入
場
料
　
無
料

そ
の
他
　
植
栽
実
演
や
盆
栽
な
ど
の

栽
培
ア
ド
バ
イ
ス
が
受
け
れ
ま
す
。

●
先
進
地
調
査
研
修(

花
と
緑
の
会)

と
き
　
５
月
11
日
(木)

内
容
　
全
国
花
の
ま
ち
づ
く
り
大
阪

大
会
、
咲
く
や
こ
の
花
館
を
見
学

定
員
　
40
人(

定
員
に
な
り
し
だ
い
、

締
め
切
り)

参
加
料
　
５
０
０
０
円

実
施
期
間
　
５
月
１
日
(月)
か
ら

内
容
　
一
日
30
分
以
上
運
動
し
た
ら

１
ポ
イ
ン
ト
、
定
期
健
診
・
歯
科

健
診
を
受
診
し
た
ら
５
ポ
イ
ン
ト
、

市
や
自
治
振
興
会
の
開
催
す
る
事

業
に
参
加
す
る
と
５
ポ
イ
ン
ト
が

加
算
さ
れ
ま
す
。

申
込
期
間
　
４
月
１
日
(土)
か
ら

そ
の
他
　
１
０
０
ポ
イ
ン
ト
以
上
の

達
成
者
に
達
成
証
を
渡
し
ま
す
。

(

自
己
申
告)
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広告掲載スペース 

くらし

●行政相談　

・生涯学習センター

　☎(２２)３００５

　第１・３月曜日、午後１時半〜４時

・社会福祉センター

　☎(４３)８８８８

　第２水曜日　午後１時半〜４時

●人権相談
・生涯学習センター　

　☎(２２)３００５

　第１月曜日　午後１時〜４時

●法律相談(電話での相談、受け
付けはできません)(※)

・武生市社会福祉協議会

　☎(２２)８５００

　第１・３木曜日、午前９時半〜正午

　午前８時半から受付(定員10人)

●消費生活相談
・消費者センター　☎(２２)３７７３

　月〜金曜日、午前８時半〜午後５時

●結婚相談
・生涯学習センター

　☎(２２)３００５　

　第１・２・３水曜日　午後１時〜４時

・社会福祉センター

　☎(４３)８８８８

　３月27日㈪　午後１時半〜４時

　（４月以降は毎月第１・３水曜日）　

健康

●健康相談
・健康増進課　☎(２４)２２２１

　月〜金曜日、午前８時半〜午後５時

男女の問題

●性差などによるいろんな悩み相談
・男女平等オンブッド　

　☎(２２)３６６８

　毎週火〜金曜日、毎月第１・３土曜日

　午前10時〜午後５時

　電子メールアドレス

　ombud@city.echizen.lg.jp

●女性相談
・子育て総合センター

　☎(２３)８２１１　　

　水曜日　午前８時半〜午後５時

子育て

●子育て相談
・子育て総合センター

　☎(２３)８２１１

　毎日(休日も)、午前８時半〜午後５時

　(毎月第３水曜日は午後９時まで)

●ひとり親家庭相談
・児童福祉課　☎(２２)３００６

　月〜金曜日、午前８時半〜午後５時

●児童養護に関する相談
　(緊急の場合は夜間でも受け付けます)
・児童家庭支援センター

　☎(２２)３０７７

　毎日、午前９時〜午後５時半

こころ

● なごみ電話(こころの悩み)

　☎(２５)７５６４

　月〜金曜日　午前８時半〜午後５時

● こころの電話　☎(２４)０２９４

　土曜日　午後１時〜４時

● ヤングテレフォン
　☎(２３)６６９９

　月〜金曜日　午前８時半〜午後５時

●知的障害者のためのなんでも相談
・社会福祉課　☎(２２)３００４

　第２水曜日　午後１時〜４時

●心配ごと相談(※)
・武生市社会福祉協議会

　☎(２２)８５００

　火曜日　午後１時〜４時　

・今立町社会福祉協議会

　☎(４３)７８３４

　水曜日　午後１時半〜４時

　（４月以降は火曜日、午後１時半〜　

　 社会福祉協議会武生事務所で開催）

職業・労働

●高年齢者職業相談室
　☎(２４)５７７７

　月〜金曜日　午前８時半〜午後５時

●若者対象の就職相談など
・ミニジョブカフェ武生　

　☎(２３)７０４６

　火・木曜日　午前10時〜午後５時

※社会福祉協議会の合併に伴い、４月以降の「法律相談」「心配ごと相談」は、　
越前市社会福祉協議会武生事務所(アルプラザ武生内)での開催になります。

　●市民相談電話
　　☎(２２)１１２２
　　毎週月〜金曜日
　　午前８時半〜午後５時15分

　どこに電話すればいいのか
わからない場合は、こちらへ
問い合わせてください。

　どこに電話すればいいのか
わからない場合は、こちらへ
問い合わせてください。
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武
生
図
書
館
　
☎(

２
２)

０
３
５
４

武
生
図
書
館
分
館﹁
　
﹂

　
　
　
　
　
☎

(

２
１)

２
０
０
１

今
立
図
書
館
　
☎(

４
３)

０
２
２
９

図書館
だより

ら
く石石

問合先問合先

●初春の水石展
　３月23日㈭〜26日㈰

●二人展(父と子の)絵画
　３月24日㈮〜４月２日㈰

●「スペース墨遊人」水墨画・墨彩画展
　４月５日㈬〜９日㈰

●第29回あおい会展(絵画)
　４月12日㈬〜16日㈰

●世界遺産古代エジプトからのメッ
セージ(写真展)

　４月18日㈫〜23日㈰

●第２回心鏡窯教室焼物展
　４月19日㈬〜23日㈰

※現在、源氏物語をテーマにした茶
わんを展示中です。

　(第１帖「桐壺」〜第11帖「花散里」)

開館時間　午前10時〜午後６時
　　　　　(入館は午後５時半まで)
入館料　無料
休館日　毎週月曜日と祝日の翌日
※４月〜７月の展示申し込みを受け

付けています

●常設展
・「めでたさのカタチ
　　　　　−寺内コレクション−」
　３月21日㈫まで

・春の館蔵品展
　「新しい出会いを求めて
　　　　　−新収蔵品紹介−」
　４月14日㈮〜６月４日㈰

●その他の催し物
・「女性週間ポスター」展
　３月26日㈰〜４月２日㈰

開館時間　午前10時〜午後６時
　　(入館は午後5時半まで)

入館料　無料
休館日　毎週月曜日と祝日の翌日

※公会堂記念館では貸館業務を行っ
ています。(要予約)

催し物情報催し物情報催し物情報

　
今
立
図
書
館
の
開
館
時
間

　
４
月
か
ら
、
毎
週
金
曜
日
は
午
後

７
時
ま
で
開
館
し
ま
す
。

八田　宙ちゃん

はった　　そら

(０歳)

♪ 
♪ 

次号は４月15日発行

越前市広報３月15日号

◆越前市のホームページアドレス
　http://www.city.echizen. lg . jp/
◆編集・発行　越前市秘書課広報広聴室

〒915-8530 越前市府中一丁目13-7
☎0 7 7 8 ( 2 2 ) 3 4 2 8

※越前市は環境マネージメントシステム

ISO14001自己適合宣言を行っています。

【２月１日現在】

◆総人口　 87,931人　
　内外国人　 3,268人　

◆男　 43,028人　
　内外国人　 1,608人　

◆女　 44,903人　
　内外国人　 1,660人　

◆世帯数　 28,632世帯　
　内外国人　 2,414世帯　

納税相談日納税相談日

【夜間納税窓口・納税相談日】
と　き　第１・３火曜日および、

月末開庁日
午後８時まで
(ただし祝祭日の場合は休み)

ところ　納税課

人口人口

　
４
月
１
日
か
ら
武
生
図
書
館
は

　
休
館
し
ま
す

(
詳
細
は
７
頁
に
掲
載)

　
武
生
図
書
館
児
童
室﹁
キ
ッ
ズ
﹂

　
３
月
25
日
(土)
〜
31
日
(金)
ま
で
、
午

前
10
時
に
開
館
し
ま
す
。

　﹁
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト
﹂

と
き
　
３
月
26
日
(日)
　
午
後
１
時
半
〜

と
こ
ろ
　
武
生
図
書
館
分
館﹁
石石
﹂

内
容

▼
第
１
部
　
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の

命
日
に
ち
な
ん
で

▼
第
２
部
　
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
生
誕

２
５
０
周
年
に
ち
な
ん
で

入
場
料
　
無
料(

申
込
不
要)

公会堂記念館公会堂記念館公会堂記念館公会堂記念館 ☎(21)3900☎(21)3900 ギャラリー叔羅ギャラリー叔羅ギャラリー叔羅ギャラリー叔羅 ☎(23)5811☎(23)5811

しくらしくら

２
人
の
お
兄
ち
ゃ
ん
に
か
わ
い

が
ら
れ
て
、毎
日
、元
気
に
成
長
中
！

４月14日㈮
市役所前
午前10時〜午後１時
午後２時〜午後４時
愛の献血にご協力を

献血献血

ら
く

●吉本マンザイバラエティー
　〜オール阪神・巨人ほか〜
　３月28日㈫　午後６時半〜
　料金　3,000円(全席自由)
　※チケット発売中

文化センター文化センター文化センター文化センター ☎(23)5157☎(23)5057
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